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H

大
型
化
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省
カ
化
の
進
展

同
商
底
数
の
低
調
な
伸
び

l
iフ
ォ
ー
ド
効
果
1
1

白
眉
舗
規
模
・
構
成
業
種
別
の
推
移

二
、
食
料
品
小
売
業
の
競
争
構
造

付
商
品
別
競
争
構
造

同
業
種
動
向
の
需
要
と
競
争
清
造
に
よ
る
説
明

三
、
消
費
者
行
動
と
市
場
変
化
の
展
望

付
消
費
者
の
質
物
行
動

同
市
場
変
化
の
展
望

四
、
残
さ
れ
た
課
題

食
生
活
の
飽
食
化
時
代
が
到
来
し
た
今
日
、
食
品
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
大
き

《
ノ
I
ト
》

食
料
品
小
売
業
の
構
造
分
析

く
変
わ
ろ
う
と
し
つ
つ
あ
る
。
個
食
化
、
グ
ル
メ
化
、
デ
リ
カ
化
、
健
康

食
化
と
そ
の
変
化
を
反
映
す
る
動
き
は
様
々
で
あ
る
。
他
方
、
情
報
化
社

会
の
到
来
が
現
実
の
も
の
と
な
り
、
生
活
パ
タ
ー
ン
の
変
化
に
伴
う
食
生

活
の
パ
タ
ー
ン
に
も
何
ら
か
の
大
き
な
変
化
の
生
じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
も
と
、
新
た
な
食
品
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
戦
略
の
展
開
を
通
し
て
、
食
料
品
小
売
業
の
構
造
変
化
が
小
刻
み
な
が

ら
進
行
し
つ
つ
あ
る
。

本
稿
の
課
題
は
、
食
料
品
小
売
業
の
将
来
的
な
動
向
を
見
据
え
る
際
に

前
提
と
な
る
過
さ
の
変
遷
を
ト
レ
ー
ス
し
、
そ
の
構
造
特
性
や
変
化
の
方

向
な
ど
を
探
る
と
と
に
あ
る
。

以
下
で
は
、
食
料
品
小
売
業
の
構
造
を
二
つ
の
側
面
で
捉
え
る
。
ひ
と

つ
は
、
商
業
構
造
・
業
種
構
成
・
競
争
構
造
の
側
面
で
あ
り
、
も
う
ひ
と

つ
は
消
費
者
が
食
料
品
小
売
買
物
施
設
を
ど
の
よ
う
に
選
択
し
て
い
く
か

と
い
っ
た
側
面
で
あ
る
。
前
者
の
側
面
に
つ
い
て
は
、
商
業
統
計
表
の
デ

ー
タ
に
よ
る
検
討
を
行
な
う
こ
、
ニ
)
。
期
聞
は
昭
和
三
五

t
五
七
年
、

日
本
経
済
が
高
度
成
長
を
経
験
し
、
食
生
活
の
パ
タ
ー
ン
も
大
き
く
変
わ

っ
て
い
っ
た
時
期
で
あ
る
。
後
者
の
側
面
に
つ
い
て
は
、
一
-
一
の
ハ
門
で
買
物

行
動
に
照
ら
し
て
検
討
を
行
な
う
。
ま
た
、
三
の
伺
で
は
、

i
食
の
家
計

、

}

ノ

、

，

ノ

/
l
、

外
生
産
化
、

H
食
品
メ
ー
カ
ー
・
食
品
問
屋
の
動
き
、
…
m
ニ
ュ

l
メ
デ
ィ

rf
・

、

〆

s
、

ァ
、
の
三
要
素
に
着
目
し
食
料
品
小
売
業
を
め
ぐ
る
市
場
変
化
に
つ
い
て

若
干
の
展
望
を
試
み
る
。

七
九
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第
一
図
は
小
売
業
全
体
に
占
め
る
食
料
品
小
売
業
の
シ
ェ
ア
の
推
移
を

(

I

)

 

基
本
指
標
に
つ
い
て
見
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
四

0
年
代
に
入
り
、
い
ず

)¥ 

O 

30 

れ
の
指
標
と
も
大
幅
な
減
少
傾
向
を
し
め
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
一
貫
し
て
シ
ェ
ア
を
低
下
さ

せ
る
商
庖
数
・
売
場
面
積
に
対
し
て
、
販
売
額

は
四
九
年
以
降
回
復
傾
向
に
あ
り
、
従
業
員
数

も
四
九
年
以
降
鈍
っ
た
減
少
傾
向
が
五
四

t
五

七
年
期
に
な
る
と
増
加
に
転
じ
て
い
る
。

シ
ェ
ア
の
動
き
に
は
、
小
売
業
全
体
に
対
す

る
食
料
品
小
売
業
の
成
長
格
差
が
映
し
出
さ
れ

て
い
る
。
成
長
の
度
合
を
基
本
指
標
の
年
平
均

(

2

)

 

増
減
率
で
見
て
い
く
と
〈
第
二
図
)
、
今
潮
岬
m

ゆ
宴
V
H岬
掌
h
F
令
制
鴻
な
る
関
係
が
商
庖
数
・

売
場
面
積
で
貫
徹
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
他

方
、
販
売
額
(
実
質
。
デ
フ
レ
ー
ダ
ー
に
関
し

て
は
第
二
図
の
注
参
照
)
は
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

が
発
生
し
た
四
七

t
四
九
年
期
を
除
い
て
四
五

年
以
降
小
売
業
全
体
と
ほ
ぼ
並
行
し
て
成
長
し
、

五
0
年
代
に
入
る
と
遂
に
は
小
売
業
全
体
を
上
回
る
ま
で
に
な
る
。
従
業

員
数
に
つ
い
て
も
、
四
五
年
以
降
格
差
の
縮
小
傾
向
が
同
様
に
認
め
ら
れ

る
。
販
売
額
・
従
業
員
数
シ
ェ
ア
の
近
年
の
回
復
傾
向
は
、
こ
れ
ら
の
動

き
の
反
映
に
他
な
ら
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
昭
和
三
五
年
に
商
庖
数
五
二
%
、
従
業
員
数
四
六
%
、

日召3537 39 41 43 45 47 49 51 54 57 
第 l図小売業全体に占める食料品小売業のシェア

注(1) 商業統計表による.以下の図，表もすべて断わらない

かぎり商業統計データを利用している.

(2) 基本指療を表わす記号はT，E，S，Mを用いる.以下問

様.
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第 2図 食料品小売業の成長一一年平均増減率の推移一一

注.販売額のデ 7 レーターは，小売業全体および非食料品の場合，消費者物価指数(総合)を，食料品の場合，同指数

(食料)を用いた.以下同様.
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第 l表食料品販売額に占める非食料品小売業のシェアおよび

食料品小売業阪売額に占める非食料品のシェア
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食料品販売額に占める非食料品 1.91 
小売業取り扱いシェ 7Cf'jび+/'ワ)I 1.7 I 

l川
商業統計表品目別データによる.

販売額データと品目別データの関係は下図に示す通り.
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食料品小売業販売額に占める
非食料品のシェア (nf'jF)

注(1)

(2) 

f:食料品小売業が取り扱う食料品の販売額

f':非食料品小売業が取り扱う食料品の販売額

nf:非食料品小売業が取り扱う非食料品の販売額
nf': :食料品小売業が取り扱う非食料品の販売額

八

販
売
額
四
五
%
、
売
場
面
積
四
三
%
の
シ
ェ
ア
を
誇
っ

た
食
料
品
小
売
業
は
、
こ
の
二
十
余
年
聞
に
大
き
く
シ

ェ
ア
を
低
下
さ
せ
た
。
そ
の
原
因
と
し
て
非
食
料
品
小

売
業
の
食
料
品
分
野
へ
の
参
入
が
ひ
と
つ
考
え
ら
れ
る

が
、
こ
の
点
は
、
食
料
品
販
売
額
に
占
め
る
非
食
料
品

小
売
業
の
取
り
扱
い
シ
ェ
ア
k
v
¥
(
¥十
、
)
が
わ
ず
か

な
と
と
に
加
え
て
、
食
料
品
小
売
業
の
販
売
額
に
占
め

る
非
食
料
品
分
ミ
ぐ
可
が
一
割
弱
で
長
期
的
に
安
定

し
て
い
る
こ
と
(
第
l
表
)
か
ら
み
て
斥
け
ら
れ
る
。

食
料
品
小
売
業
の
低
落
は
最
終
需
要
に
占
め
る
食
料
品

支
出
の
相
対
的
な
低
下
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
だ
。
そ
の
食
料
品
支
出
の
相
対
的
な
低
下
は
第
三

図
に
示
す
通
り
で
あ
る
。

さ
て
、
基
本
指
標
の
伸
び
に
は
、

Em削
卦
V
W間
瀬
田

部
V
浴
淋
畑
湾
〉
割
以
栴
蝉
と
い
っ
た
序
列
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
を
三
五
年
基
準
の
指
数
で
み
れ
ば
、
五
七
年
時
は

販
売
額
三
・
四
九
(
四
・
九
)
、
売
場
面
積
二
・
三
九

(
三
・
二
)
、
従
業
員
数
一
・
四
四
ハ
一
・
八
三
)
、
商

届
数
一
・

O
八
(
了
三
四
)
と
な
る
(
括
孤
内
は
小

官
冗
業
全
体
の
指
数
値
)
。
こ
の
成
長
格
差
か
ら
は
、
商

業
構
造
上
の
大
型
化
・
省
力
化
の
進
展
が
示
唆
さ
れ
る
。
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こ
の
う
ち
、
大
型
化
は
平
均
底
舗
規
模
(
居
舗
当
た
り
従
業
員
数
、
販
売

額
、
売
場
面
積
)
の
増
大
と
し
て
把
握
さ
れ
る
が
、
第
四
図
に
示
す
通
り
、

庖
舗
当
た
り
販
売
額
で
三
倍
強
、
売
場
面
積
で
二
倍
強
の
大
型
化
の
進
展

が
確
認
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
唐
錦
当
た
り
販
売
額
・
売
場
面
積
規
模
の
拡
大
に
比
し
て
、

庖
舗
当
た
り
従
業
員
規
模
が
そ
れ
ほ
ど
拡
大
し
て
い
な
い
点
は
、
こ
の
間

の
省
力
化
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
働
き
を
暗
示
す
る
。
そ
れ
は
、
第
四
図
の
売
場

面
積
当
た
り
従
業
員
数
〈
人
的
サ
ー
ビ
ス
率
)
の
低
下
と
し
て
食
料
品
小

《
ノ

l
ト
》

食
料
品
小
売
業
の
構
造
分
析

さ
て
、
大
型
化
・
省
力
化
の
進
展
と
い
う
意
味
で
は
、
食

料
品
小
売
業
も
小
売
業
全
体
と
同
様
の
構
造
変
化
を
見
せ
る

が
、
近
年
、
食
料
品
小
売
業
の
小
売
業
全
体
に
対
す
る
格
差

縮
小
の
動
き
が
見
ら
れ
る
。
第
五
図
に
見
る
よ
う
な
、
昭
和

四
九
年
前
後
を
境
に
し
た
販
売
額
・
従
業
員
規
模
の
格
差
縮

小
の
動
き
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
従
業
員
規
模
の
動
き

は
人
的
サ
ー
ビ
ス
率
の
相
対
的
な
向
上
(
既
に
四
三
年
頃
か
ら
始
ま
っ
て

い
る
)
の
反
映
と
思
わ
れ
る
。

指
標
の
動
き
を
年
平
均
増
減
率
で
見
る
と
(
第
2
表)、
(

i

)

四
九
年

以
降
食
料
品
小
売
業
の
大
型
化
の
傾
向
は
顕
著
で
小
売
業
全
体
を
上
回
る

伸
び
を
示
す
、
(
一
日
)
逆
に
省
力
化
の
傾
向
は
鈍
り
、
小
売
業
全
体
に
比

べ
て
低
い
水
準
に
あ
る
の
が
わ
か
る
。
後
に
み
る
よ
う
に
、
一
見
矛
盾
す

る
こ
れ
ら
(

i

)

と
つ
日
)
の
動
き
は
、
構
成
業
種
の
う
ち
の
各
種
食
・
料

理
品
小
売
業
の
推
移
を
反
映
し
て
い
る
。

30 
H[j 40 45 

第 3図家計最終消費支出に占める飲食費

シェアの推移
資料:経済企画庁『国民経済計算.!].

売
業
・
小
売
業
全
体
の
双
方
で
確
認
さ
れ
る
。
売
場
面
積
規

模
M
/
T
の
拡
大
は
需
要
の
多
様
化
、
消
費
者
買
物
行
動
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
化
へ
の
小
売
業
の
対
応
の

現
わ
れ
で
あ
り
、
こ
の
と
き
コ
ス
ト
、
ダ
ウ
ン
の
観
点
か
ら
省

力
化

(
E
/
M
の
低
下
〉
も
志
向
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
従

業
員
規
模
E
/
T
の
相
対
的
に
低
い
伸
び
が
そ
の
こ
と
を
物

語
る
。

八
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第4園大型化・省力化指標の推移
注.昭和35年値を1.0とした指数値.
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(=) 

商
底
数
の
低
調
な
伸
び
|
|
フ
ォ
ー
ド
効
果
|
|

大
型
化
が
進
展
す
る
商
業
構
造
で
は
商
底
数
の
低
調
な
伸
び

が
生
み
だ
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
事
実
、
基
本
指
標
聞
の
序

列
と
し
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
商
庖
数
の
成
長
は
食
料
品
小
売

業
、
小
売
業
全
体
と
も
に
低
く
、
特
に
食
料
品
小
売
業
で
は
年

平
均
0
・
一
二
%
と
著
し
く
低
調
な
伸
び
を
示
し
た
。

商
庖
数
の
動
き
を
小
売
商
業
構
造
と
の
連
関
で
説
明
し
よ
う

と
す
る
研
究
は
、
流
通
論
の
分
野
で
は
比
較
的
古
く
か
ら
な
さ

(
3〉

れ
て
き
た
。
そ
の
ひ
左
つ
が
フ
ォ
ー
ド
効
果
分
析
で
あ
る
。

フ
ォ
ー
ド
効
果
と
は
「
対
人
口
庖
舗
密
度
が
所
得
水
準
つ
ま

り
対
小
売
底
向
け
支
出
水
準
が
上
昇
す
る
程
大
き
く
な
り
、
底

舗
生
産
性
(
盾
鋪
当
た
り
販
売
額
)
が
増
大
す
る
程
小
さ
く
な

る
」
傾
向
を
さ
し
、
「
必
需
品
を
中
心
に
扱
う
業
種
は
生
産
性

の
効
果
が
支
出
水
準
効
果
よ
り
も
強
く
現
わ
れ
る
の
で
対
人
口

唐
舗
密
度
は
低
下
し
、
者
修
的
商
品
を
中
心
に
扱
う
業
種
は
支

(
4〉

出
水
準
効
果
が
強
く
現
わ
れ
て
庖
舗
密
度
は
上
昇
す
る
」
現
象

と
し
て
把
握
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

大
ま
か
に
食
料
品
小
売
業
は
必
需
品
取
り
扱
い
業
、
非
食
料

品
小
売
業
は
者
修
品
取
り
扱
い
業
と
色
分
け
す
る
と
、
フ
ォ
ー

ド
効
果
の
枠
組
み
か
ら
食
料
品
小
売
業
の
対
人
口
底
舗
密
度
は

低
下
し
、
非
食
料
品
小
売
業
の
そ
れ
は
上
昇
す
る
こ
と
が
予
想

八
五
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第 2表平均}吉舗規模・人的サービス率の推移〈年平均増減率〉

| 票忠叫4イ斗3~1半+い3幻b…7μ~
一一一

食 庖舗当たり販売額 10.3 7.6 5.0 8.4 
事}
ロロロ 応舗当たり売場面積 2.8 6.1 4. 1 1.9 

庖舗当たり従業員数 AO.4 1.3 2.3 0.5 
士:n:; 

業 売場面積当たり従業員数 A2.8 A4.7 A1. 5 企1.6

庖舗当たり販売額 14.0 8.8 4.0 16.5 

売 広舗当たり売場面積 3.9 7.4 4. 3 0.9 
業
全 広舗当たり従業員数 1.6 2.3 2.2 3. 1 

体 売場面積当たり従業員数 A1. 9 ム4.7 A2.0 2.1 
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4.6 8.2 "'-2.5 7.1 4.2 4.5 6.2( 5.2) 5.0 

5.0 3.8 3.1 3.3 3.4 3.8 3.4( 2.6) 3.5 

1.0 1.6 L>.U.3 1.3 1.9 3.1 0.9( 0.8) 2.2 

A4.0 企1.8 "'-3.7 A2.0 ム1.3 AU.5 A2. 3(A1. 8) A1. 2 

6.8 7.7 "，-0.5 4.4 2.8 2.3 8. 1( 7.6) 3.0 

6.1 5.0 3.2 3.3 3.2 3.1 3.9( 2.9) 3.2 

1.7 1.4 "'-0. 2 0.5 1.0 1.3 1. 8( 1. 5) 1.0 
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ノ
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第 6図対人口底舗密度の推移一一フォード効果分析一一

第3表弾力性タームでみる小売商業構造の変化

高度成長期(昭35-47) 安定成長期 (49-57)

食料品小売業|非食料品小売業食料品小売業(非食料品小売業

E(TjP)j(S/P) I 0.099 -0.197 0.454 
弾

E(T j P)/(SjT) -0.062 0.112 -0.159 0.843 

カ E(SjT)/CSjP) I. 071 0.8ヲ2 I. 24 0.538 

佐 E(AI1βヲjCSjP)I 0.581 0.409 0.847 0.866 

E(T j P)j(AI/T) -0. 114 0.243 -0.233 0.523 

八
七

注.弾力性は年平均増減率によって算出した数値.
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-0.03 

第 7図対人口庖舗密度推移の要因分解

注.T j P=(Sj P)j(SjT)から，

分解式は，Alog(TjP)=Alog(SjP)-Alog(SjT). Pは人口.



売場面積規模 (m2
)別の商底数，販売額，売場面積構成

(単位:%) 
第 4表

57 

_ 10m2 12.1 ( 2.8) 8.8 ( 3.1) I 7.0 ( 3.5) 

商 10 - 20 39.0 ( 5.7) 33.9 ( 6.3) 27.9 ( 5.8) 

20 - 30 23.3 ( 9.4) 24.0 (10.1) 22.9 ( 9.1) 
庖| 30 - 50 17.6 (12.7) 21. 1 (14.5) 24.5 (13.4) 

50 - 100 6.3 (18.1) 9.2 (23.9) 12. 1 (25.4) 

数 l∞-2∞ 1. 1 (28.5) 1. 8 (43.2) 3.4 (43.4) 

200 - 0.7(35.5) 1. 2 (59.6) 2.2 (64.1) 

_ 10m2 3.5 ( 3.6) 2.8 ( 3.9) I 2.0 ( 5.2) 

10 - 20 19.1 ( 4.1) 15.5 ( 4.3) 10.6 ( 3.7) 

20 - 30 19.7 ( 5.8) 17.2 ( 6.0) 13.2 ( 5.4) 

売 30 - 50 25.2 ( 8.3) 23.4 ( 9.6) 21.5(8.9) 

50 - 1∞ 16.0 (16.0) 17.0 (21. 0) 17.9 (23.0) 

額 100 - 200 6.1 (34.6) 7.0 (46.8) 9.2 (50.9) 

2∞~ 10.4 (47.5) 17.1 (74.5) 25.7 (81. 0) 

_ 10m2 2.9 ( 2.9) ]. 1 ( 3.6) 

売| 10 - 20 20.1 ( 6.0) 14.5 ( 6.5) ヲ.4( 6.0) 

20 - 30 20.0 ( 9.5) 16.9 (10.2) 12.8 ( 9.3) 

30 - 50 23.7 (12.9) 23.2 (14.8) 21. 3 (13.8) 

50 - 100 15.1 (18.5) 18.2 (24.8) 19.2 (26.5) 

100 - 2∞ 5.5 (28.6) 73(440)i;09(441〕
200 - 12.6 (33.6) 18. 1 (62.7) I 253 (70.7) 

47 41 昭

注.括弧内の数値は構成比のうもに占める各種食料品小売業丹の割合を示ナ.

す
る
推
移
は
、
底
鋪
生
産
性
同
〔
ス
ケ

ー
ル
メ
リ
ッ
ト
〕
怜
庖
綿
密
度
と
は
異

な
る
経
路
で
の
商
業
構
造
の
強
ま
り
を
示

し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
商
業
構
造
を
要

請
す
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、

サ
ー
ビ
ス
化
・
ソ
フ
ト
化
・
個
性
化
・
多

様
化
等
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
表
象
さ
れ
る
消

費
構
造
の
今
日
的
な
変
化
で
あ
る
。

消
費
需
要
の
個
性
化
・
多
様
化
は
、
小

売
業
に
対
し
口
問
揃
え
幅
の
拡
大
を
迫
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
支
出
水
準
S

/
P
に
対
す
る
売
場
面
積
規
模
M
/
T
の

弾
力
性
同
(
』
当
吋
)
¥
(
匂
¥
M
M
)

が
、
安
定
成

長
期
に
入
り
食
料
品
、
非
食
料
品
小
売
業

双
方
で
増
大
す
る
推
移
と
し
て
把
握
さ
れ

る
。
こ
こ
で
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
の
追

求
が
有
効
な
ら
ば
、
売
場
面
積
規
模
M

/

T
の
全
体
と
し
て
の
拡
大
は
量
販
庖
的
な

業
態
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
可
能
性
が
大

き
い
。
た
だ
し
、
在
庫
管
理
、
商
品
管
理

等
の
経
営
管
理
技
術
の
限
度
水
準
を
上
回

八
九
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第5表従業員規模別の応舗当たり売場蘭積
(単位 m2) 

食 キ+ 品 売 業 各種食料品小売業

昭41 54 57 41 54 57 

2人 19.4 (5∞， 520) 25.4 (479， 142)1 26.8 (460， 932)! 25. 4 (40，641) 35.7 (53，866) 39.0 (46，290) 

3 - 4 32.1 (148，590) 41. 8 (177，153) 43.3 (174，611) 43.5 (13，549) 71. 4 (22，513) 75.5 (20，464) 

5 - 9 54.4 ( 43，736) 72. 5 ( 58，138) 72.7 ( 63，015) 93. 0 ( 4，250) 146.9 (10，989) 148.6 (11，“7) 

10 - 19 101.8 ( 1，192) 188. 1 ( 13，078) 164.4 ( 16，8ヲ1) 195. 1 ( 1，521) 325.0 ( 4，915) 297.9 ( 5，948) 

20 - 29 222.0 ( 261) 402.7 ( 3，651) 360.8 ( 4，718) 353. 3 ( 533) 563.4 ( 2，0日) 520ヲ(2，633) 

30 - 49 364.8 ( 197) 642.9 ( 2，675) 619.6 ( 3，590) 485. 5 ( 362) 848.2 ( 1，656) 807.0 ( 2，367) 

50 - 1C氾 473.2 ( 106) 676.2 ( 878.3 ( 1，ω9) ω4.9 ( 114) lρ17.4 ( 412) 1，126.3 ( 1，122) 

l∞~  631. 7 ( 39) 597.7 ( 136) 1，242.7 ( 21ヲ) 927. 2 ( 21)[1，590.2 ( 36) 2，174.8 ( 113) 

注. ( )の数値は応舗数を示す.
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食料品小売業の構成業種第6表

飲食料品小売業

各種食4料品小売業

酒・調味料小売業
食肉小売業

45 

451 
452 
453 

食肉小売業(卵，鳥肉を除<)
卵・鳥肉小売業

鮮魚小売業
乾物小売業
野菜・果実小売業

4531 
4532 

454 
455 
456 

業

業
売
売

菜
実

野

果

4561 
4562 

菓子・パン小売業

菓子小売業(製造小売〕
菓子小売業(製造小売でないもの〉
パン小売業(製造小売〕
パン小売業(製造小売でないもの〉

457 

4571 
4572 
4573 
4574 

米穀類小売業
その他の飲食料品小売業

牛乳小売業
料理品小売業
茶小売業

豆~・かまぼと等加工食品小売業(製造小売)
豆腐・かまぼこ等加工食品小売業〈製造小売でないもの〉

他に分類されない飲食料品小売業

458 
459 

4591 
4592 
4593 
4594 
4595 
4599 

ま
ず
、
昭
和
三
五
年
以
降
の
食
料
品
小
売
業

の
特
徴
で
あ
る
大
型
化
・
省
力
化
を
底
舗
規
模

別
デ
l
タ
に
よ
っ
て
確
か
め
て
お
こ
う
。
第
4

表
は
四
一
年
以
降
の
商
庖
数
・
販
売
額
・
売
場

面
積
の
売
場
面
積
規
模
別
構
成
比
を
見
た
も
の

で
(
従
業
員
数
は
五
四
年
分
の
み
し
か
得
ら
れ

ず
割
愛
し
た
)
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
規
模

の
大
き
い
ク
ラ
ス
へ
の
重
点
移
動
が
認
め
ら
れ

|
|
商
底
数
構
成
比
は
三

0
平
方
メ
ー
ト
ル
を
、

販
売
額
・
売
場
面
積
で
は
五

0
平
方
メ
ー
ト
ル

を
分
岐
点
に

!
l、
大
型
化
の
進
展
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

省
力
化
の
進
展
は
第
5
表
で
確
認
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
よ
り
大
き
な
庖
舗
M
/
T
を
よ
り

少
な
い
従
業
員
E
/
T
で
こ
な
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
点
で
あ
る
。
特
に
、
各
種
食
料
品
小
売
業

(
小
分
類
項
目
で
三
商
品
以
上
を
扱
い
、
そ
の

う
ち
の
い
ず
れ
も
総
販
売
額
の
五

O
%に
満
た

な
い
事
業
所
。
そ
の
多
く
は
食
品
ス
ー
パ
ー
で

あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
)
で
そ
の
傾
向
は
著
し

い
。
経
営
管
理
技
術
の
水
準
の
差
の
現
わ
れ
と

九



構成9業種の食料品小売業に占めるシェア

昭35 6. 3 16.0 3.3 7.7 8.8 3.6 35.8 6.0 12.7 ( 1. 0) 

411 8.7 14.4 4. 4 7.8 8.5 2.6 30.2 5. 7 17.7 ( 0.9) 

商 J苫数 471 11. 5 14.4 5.5 7.9 9.2 2.2 26.6 5. 7 16.9 ( 1. 5) 

541 13.1 14.6 6.0 7.7 8.4 1.8 24.5 5.8 18.2 ( 3.4) 

57 12.5 15.1 5.7 7.3 8.1 1.7 24.2 5.9 19.5(5.0) 

17.4 4.4 8.3 9.6 3.4 27.9 7.6 14.0 ( 1.5) 

411 11.0 15.6 5.6 8.1 ヲ.1 2.4 23.6 6.7 17.9 ( 1. 8) 

従業員数 47i 15.6 14.9 6.4 8.0 9.4 0.9 20.1 6.2 17.5 ( 3.9) 

541 20.5 13.6 6.1 7.2 7.8 1.5 18.3 5.6 19.4 ( 7.7) 

571 23.3 12.9 5.3 6.3 7.0 1.3 17.5 5.1 21. 3 (10.0) 

351 7.4 26.0 4.9 6.3 7.7 3.0 15.0 20.4 9.4 ( 1. 0) 

411 13.7 22.2 6.3 6.0 8.2 2.3 12.3 15.9 13.2 ( 1. 2) 

販売額 471 23.5 19.9 6.5 6.5 8.7 1.8 10.8 11. 1 11.3 ( 2.2) 

541 32. 1 17. 1 5.9 6. 1 6.8 1.4 9. 7 8.5 12.6 ( 4.0) 

571 36.7 16.5 4.9 5.3 5.9 1.2 9.0 7.4 13.1 ( 4.8) 

351 8.8 2コ.3 3.0 6.8 8.7 3.7 28.1 9.0 11.6 ( 0.8) 

411 14.8 17.7 4.0 6. 7 8.6 2.5 22.3 7.5 16.0(0.8) 

売場面積 47 25.3 16.1 4.3 6.2 8.4 1.9 18.0 6.2 13.5 ( 1. 5) 

541 32.5 14.4 4.4 5. 7 7.3 1.5 15.1 5.3 13.7(2.5) 

571 35.5 14.0 4.0 5.2 6.8 1.3 14.3 4.9 14.0 ( 3. 1) 

第 7表

l各種食lrl 食肉|鮮魚 1:雲|乾物 l~t'l米穀類|その他

九

〉内は「料理品」のシエ 7.

思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
五
四
年
と
五
七
年

を
比
較
す
る
と
、
省
力
化
と
は
逆
の
動
き

が
あ
り
、
省
力
化
と
は
ト
レ
ー
ド
オ
フ
関

係
に
あ
る
商
品
の
品
質
と
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ

ル
の
向
上
が
庖
舗
差
別
化
の
た
め
に
強
く

要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
状
況
が
示
唆

さ
れ
て
い
る
(
三
の

H
Y

次
に
構
成
業
種
の
推
移
を
見
て
い
こ
う
。

食
料
品
小
売
業
は
小
分
類
で
九
業
種
、

細
分
類
で
は
一
九
業
種
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
(
第
6
表
)
。
ま
ず
、
九
業
種
の
構

成
変
化
を
基
本
指
標
に
つ
い
て
見
て
お
く

と
(
第
7
表
)
、
商
庖
数
に
関
し
て
は
各

種
食
料
品
、
食
肉
、
そ
の
他
の
飲
食
料
品

小
売
業
の
伸
び
が
、
そ
し
て
乾
物
、
菓

子
・
パ
ン
小
売
業
の
低
下
が
注
目
さ
れ
る
。

以
下
、
商
品
名
と
区
分
す
る
た
め
に
業
種

は
「
」
で
表
記
し
て
い
く
。
従
業
員
数

シ
ェ
ア
は
「
各
種
食
」
、
「
そ
の
他
」
の
伸

び
が
著
し
く
、
残
り
七
業
種
は
「
食
肉
」

を
除
き
い
ず
れ
も
低
下
傾
向
に
あ
る
。
同

注.その他の(



第8表食料品小売業の推移に対する構成業種の寄与度
(単位:~品〉

|各種食|酒・調味料|食肉|鮮魚|野菜・果実|乾物|菓子・パγ|米穀類|その他(料理品)

昭35-37 149.5 -1∞.6 23.8 一14.9 一15.3 -49.7 -271. 6 -17.0 195.7 ( -4.7) 
商

41-43 -7.3 29.8 79.8 21. 2 137.2 -75.8 5.2 -95.2 ( 39.6) 5.2 

47-49 76.4 37.4 28.9 7.9 8.3 -1.7 -71.2 6.4 7.6 ( 368.2) 
庖

(49-51) 34.5 0.8 13.9 9.6 0.7 -5.8 18.7 8.8 18.7 ( 56.6) 

(51-54) 145.5 43.5 2.0 -76.8 -231. 3 -84.1 -253.9 30.0 524.9 ( 82.3) 
数

54-57 -57.9 24.4 -25.8 -34.8 -34.4 -12.6 -40.7 0.4 81. 5 ( 138.0) 

35-37 108.2 -70.3 17.2 -18.2 -32.6 -9.3 -139.5 -33.1 7.3 (-50.2) 
従

41-43 41. 1 28.1 23.0 -0.0 49.7 -54.9 2.1 4.1 (1，219.8) 業 11.6 

員 47-49 117.4 14.3 20.6 -7.8 133.3 13.0 -86.9 -17.3 75.4 ( 185.9) 
数

54-57 57.3 5.4 -3.6 -4.8 -1.5 -3.8 7.4 -0.4 44.0 ( 86.4) 

35-37 17.3 21. 2 6.7 5.4 9.9 1.7 12.2 10.3 15.3 ( 6.5) 
阪

41-43 22.8 20.8 6.8 6.9 2.3 8.7 10.4 9.8 ( 38.6) 11.5 
売

47-49 27.8 17.2 8.2 7.1 8.6 1.ヲ 10.4 3.8 14.8 ( 30.7) 
額

54-57 51. 5 14.7 1.9 2.8 3.2 0.4 6. 6 4.1 14.8 ( 48.9) 

35-37 78.9 -7.9 6.8 2.1 44.3 -13.5 -64.2 -5.5 59.0 (ー1.6) 
売

41-43 58.8 17.9 7.7 3.5 20.3 3.0 3.6 -0.7 ー14.1( 61.4) 場
面 47-49 40.7 18.1 7.1 7.1 9.1 1.6 1.4 3.0 11. 0 ( 36.7) 
積

54-57 63.6 10.6 0.4 -0.2 1.7 0.9 6.9 1.0 17.1 ( 51.2) 

注.寄与度は，各業種の基本指標増減値/1食料品小売業の基業指標増減値!を%で表わしたもの.ここで， rその他」の( ) 
内は， r料理品」の「その他」に対する寄与度 (r料理品」増減値/1rその他」増減値1).
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〈単位:%) 

とうふ・かまぼこ等 他に分類

牛乳小売業 料 理 品 I茶小売業 加工食品小売業 されない

小売業 製造小売 I製造小売で飲食料品
ないもの 小売業

14.9 6. 7 9.0 18.5 7.7 43.2 

47 16.7 8. 6 9. 7 16.2 9.8 38.8 

商!古数 51 17.0 13.8 10.8 14.6 7.7 36.1 

54 14.5 19.0 10.8 12.7 6.5 36.4 

57 12.6 25.6 10.7 11.3 5.6 34.3 

43 21. 0 15.1 6.7 15. 7 6. I 35.2 

47 20.8 22.0 7.2 13.7 7.5 28.7 

従業員数 51 16.7 30.9 7.6 11. 8 5.8 27.3 

54 12.6 39.5 7. I 9.7 4.7 26.5 

57 9.3 46.8 6. 4 7.6 3.9 25.9 

43 21. I 14.6 6.4 7.1 5.7 45.1 

47 19.8 19.8 7.8 7.3 7.4 37.8 

販 売 額 51 15. I 25.3 7.0 6.2 5.8 40.6 

54 11.8 32. I 6.9 5.2 4.8 39.1 

57 8.5 36.6 6.4 4.2 4. 5 39.8 

43 12.1 8.0 7.2 14.2 6.5 52.0 

47 12.4 11. 0 7. 7 11. 8 8.2 48.9 

売場面積 51 11. 8 14.4 8.2 10.4 6.3 48.9 

54 9. 7 18.3 8.2 8.8 5.4 49.6 

57 7.0 22. I o. I 7.7 5.1 50. 1 

「その他」の構成 6業種の構成比の推移第 9表

九
四

様
の
推
移
は
販
売
額
・
売
場
面
積
シ
ェ
ア

に
つ
い
て
も
指
摘
で
き
る
。

第
B
表
で
は
、
各
業
種
の
食
料
品
小
売

業
の
推
移
に
対
す
る
寄
与
度
会
主
本
指
標

ご
と
に
見
て
み
た
。
こ
こ
で
も
、
牽
引
者

と
し
て
の
「
各
種
食
」
、
「
そ
の
他
」
の
成

長
が
浮
き
ぼ
り
と
な
る
。
ま
ず
、
「
各
種

食
」
が
寄
与
す
る
度
合
は
販
売
額
・
売
場

面
積
で
絶
大
な
高
さ
を
誇
っ
て
お
り
、

「
そ
の
他
」
以
外
の
他
業
種
が
販
売
額
で

の
寄
与
度
を
軒
並
み
逓
減
さ
せ
て
い
く
様

と
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
各
業
種
が
本
業

と
し
て
扱
う
商
品
へ
の
「
各
種
食
」
の
参

入
の
強
ま
り
が
読
み
取
れ
る
。
他
方
、
商

庖
数
・
従
業
員
数
に
お
け
る
「
各
種
食
」

の
寄
与
の
高
さ
か
ら
は
、
「
各
種
食
」
が

規
模
と
と
も
に
庖
舗
数
の
増
大
に
大
き
く

寄
与
し
て
き
た
こ
と
、
一
方
で
八
大
型
化

↓
省
力
化
〉
を
押
し
進
め
つ
つ
も
ト
ー
タ

ル
で
は
食
料
品
小
売
業
の
従
業
員
数
増
大

も
支
え
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。



さ
て
次
に
「
そ
の
他
」
だ
が
、
こ
れ
を
構
成
す
る
六
業
種
の
シ
ェ
ア
推

移
(
第
9
表
)
の
う
ち
注
目
さ
れ
る
の
は
「
料
理
品
」
の
シ
ェ
ア
拡
大
で
、

他
の
業
種
は
減
少
ま
た
は
停
滞
傾
向
に
あ
る
。
前
出
第
8
表
で
見
た
よ
う

に
、
昭
和
四

0
年
代
に
入
り
「
料
理
品
」
の
成
長
は
「
そ
の
他
」
の
成
長

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
特
に
、
商
庖
数
・
従
業
員
数
で
大
き
く
、

「
料
理
品
」
の
成
長
が
大
型
化
・
省
力
化
と
は
異
な
る
形
で
進
ん
だ
こ
と

が
読
み
取
れ
る
。

注
(

l

)

商
庖
数
、
従
業
員
数
、
販
売
額
、
売
場
面
積
の
四
指
標
。
商

業
統
計
に
お
け
る
基
本
指
様
で
あ
る
。
販
売
額
を
除
く
三
指
標

は
実
施
日
現
在
で
計
上
さ
れ
る
が
、
販
売
額
は
過
去
一
年
間
に

つ
い
て
計
上
さ
れ
た
も
の
だ
。
し
た
が
っ
て
、
暦
年
・
年
度
デ

ー
タ
と
つ
き
合
わ
せ
る
と
き
は
注
意
を
要
す
。

(

2

)

商
業
統
計
の
調
査
問
漏
は
昭
和
五
一
年
ま
で
は
二
年
、
そ
れ

以
降
は
三
年
と
な
っ
た
。
更
に
、
調
査
実
施
月
に
も
違
い
が
あ

り
(
こ
れ
ま
で
は
五
月
一
日
か
六
月
一
日
か
の
い
ず
れ
か
)
、

増
減
率
に
は
次
式
に
よ
り
平
均
増
減
率
を
用
い
る
。
こ
こ
で

T

は
調
査
問
漏
月
数
。

抑
制
苦
野
県
品
開
(
さ
人
民
'
¥
他
国
同
団
判
官
ー
-

J

×
-8

/
叫

4

4

出

国

掛

剛

菌

」

(

3

)

フ
ォ
ー
ド
効
果
に
つ
い
て
は
冨
・
白
色

S
L
』
・
同

S
ヨy

J
L
E
g
r
2
0同
盟
W
C
M
E
俗

図

仏

司

5仏
C
口
広
三

q
z
m
z巳
-

0
2
ロ
F
E
F
Dロ
5
C
B
R
H
W吋
F
E
E
-
Cロ即席
ιω
同
随
時

2
2
M
L

《
ノ
l
卜
》

食
料
品
小
売
業
の
構
造
分
析

。S
E
m・J
吋
吉
岡
円
。
き
さ
.
町
、
S
3晶
子

宮

R
n
r
-唱
m
p

荒
川
祐
吉
『
小
売
商
業
構
造
論
』
(
千
倉
書
房
、
昭
和
三
七
年
〉

を
参
照
の
こ
と
。

(

4

)

荒
川
祐
吉
「
小
売
流
通
の
意
義
と
特
徴
」
(
久
保
・
荒
川
編

『
商
業
学
』
、
有
斐
閥
、
昭
和
四
九
年
)
、
三
五
三
頁
。

ニ
、
食
料
品
小
売
業
の
餓
争
構
造

付
商
品
別
競
争
構
造

「
各
種
食
」
の
成
長
は
、
専
門
庖
と
の
競
Y
A
ロ
と
、
結
果
と
し
て
の
専
門

庖
の
衰
退
を
必
至
と
し
よ
う
が
、
そ
の
様
態
は
商
品
に
よ
っ
て
異
な
る
。

第

ω表
は
、
食
料
品
小
売
業
が
販
売
す
る
食
料
品
の
う
ち
ど
れ
く
ら
い

が
「
各
種
食
」
取
り
扱
い
分
か
、
本
業
分
か
を
販
売
額
シ
ェ
ア
で
示
し
た

も
の
だ
。
こ
れ
ま
で
用
い
て
き
た
販
売
額
デ

l
タ
は
食
料
品
以
外
の
分
も

含
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
点
、
同
表
の
デ
ー
タ
は
品
目
に
帰
属
し
て
お
り
、

正
確
に
消
費
者
の
商
品
購
入
額
に
対
応
し
て
い
る
。
こ
れ
は
販
売
額
(
す

な
わ
ち
消
費
者
の
購
入
額
)
タ
l
ム
で
計
ら
れ
る
需
要
額
と
見
倣
す
こ
と

が
で
き
る
。
以
下
、
需
要
と
い
う
と
き
に
は
同
タ

i
ム
を
さ
す
。

さ
て
、
第

ω
表
に
あ
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
商
品
に
つ
い
て
も
「
各
種

食
」
取
り
扱
い
シ
ェ
ア
の
上
昇
、
本
業
取
り
扱
い
シ
ェ
ア
の
低
減
が
認
め

ら
れ
る
が
、
特
に
注
目
し
た
い
の
は
本
業
取
り
扱
い
分
の
低
減
が
著
し
い

生
鮮
三
品
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
三

0
ポ
イ
ン
ト
を
上
回
る
低
落
で
、
食
肉

九
五
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第 10表 「各種食」ー他業種聞の商品別競争構造 (単位:%) 

日夜 35 45 

一ー一一一 業 種 「各種食JI 本 業 「各種食JI 本業 「各種食JI 本業 「各種食JI 本業商 ロ口回 一一一ーー一三一一一ー

酒 . 調味料 5.1(14.2) 89.2(59.0) 11. 1(21.の 84.5(56.2) 16.6(25.4) 79.6(55.9) 18.6(24.6) 78.1(58.3) 

食 肉 4. 1( 9.9) 92.5(74.9) 20.8(26.9) 75.0(56.3) 37. 7(40.5) 57. 7( 4¥. 2) 45.8(42.8) 49.6(3ヲ.5)

鮮 魚 8.4(10.1) 87.4(82.9) 23.5(23.0) 72. 1(67.5) 38.8(34.8) 56.8(55.4) 44.6(37.6) 50.9(52.4) 

野 菜・果 実 13.1(19.9) 78.6(58.3) 29. 4(3¥. 5) 64. 0(5¥. 8) 45. 1(41. 9) 48.4(42.8) 49.6(42.6) 44.3(42.5) 

乾 物 2 ¥. 4(24. 3) 日.4(26.5)42.2(36.8) 34.5(17.7) 55. 6( 46.3) 25.9(12.2) 61.1(47.3) 22.4(1 ¥. 6) 

菓 子・パ :/ 7.3( 9.4) 日2.3(69.9)20.2(17.0) 68.0(57.8) 29.3(24.3) 59.8(ω.2) 32.4(23.7) 57.1(50.9) 

米 穀 類 2. 1( 5.4) 96.1(86.4) 3.5( 9. 1) 94.5(8 ¥. 9) 7.4(19.0) 88.6(69.3) 9.7(18.9) 85.9(69.4) 

そ の 他 10.3(13.4) 52.3(37.8) 23.0(19.8) 58.7(34.9) 36.0(26.8) 50.7(30.8) 39.0(26.0) 49.8(33.2) 

(牛 乳〕 ¥. 5( 9.2) 92. 7(5¥. 2) 5.8(16.5) 83.2(25.6) 24.9(24.3) 58.3(19.6) 35.6(24.6) 47.3(20.0) 

(料 理 2.8( 4.3) 78. 1(55. 1) 7.5(10.5) 85.0(61. 2) 9.7(13.7) 85.1(64.3) 11. 0(13. 3) 83.5(66.6) 

茶 3.5( 6.8) 86.1(68.6) 10.6(16.5) 78.9(42.5) 18.8(24.7) 69.7(34.6) 19.9(22.9) 70.6(39.2) 

(とうふ・かまぼこ等加工食品〉 一)122.7(25.4)日.0(37.9)48.6(37.6) 37.0(26.7) 57.8(37.6) 30.3(27.2) 

(他に分類されない飲食料品) 13.9(14.7) 52. 9(3¥. 6) 35.2(19.6) 34.1(21.2) 4ヲ.8(25.8)30. 2(2¥. 7) 51. 5(25. 4) 29.5(18.8) 

注.数値は食料品小売業の食料品販売額に占める「各種食」と本業分取り扱いシエ 7を表わす. ( )内は延べ商倍数に対する

それぞれの商応数シェアである.

土i 附 Pν:!! g[ llj~長、「入ム.，;l }ιt会 Fν:;. t(do 議u州主義.，;lQ:!!白

血願手斗QÆ!議最初会心俳l!C~Q4宍:会~~t-'必t{l.lJ折J~ν~1l!~"

E五窓蛍限童手笹・怪喝事闘志民連~Q黒足t-' r賄容型娼JQ醤宮、総♀役

軍1(1.)(ν~vliì謀説法 ;Lv必f.'.，;l必t{l~~t-'-I奇心。怖朝K'量百幹事P

&; 'lDllH玄t-':!!*鍬4司副斗図的.lJ手小知1.I.ì1眠術後国~UW早朝KQ .，..>l Q

.lJ.(三 Pν手時(同盟社1ト-~)。

桜~:!!tt-'.，..>ltt-'.，;l ['申書型~J 長z、草員三余:長嶋二程i!:ttÉl h~(\~O

tt-'~~g[岡崎宮~f.'*鰍4'\必J.J.1@lt{l例f.' U必s:-，'司ìClf.':!! iく!



〈単位:%) 

本業分… l…造シェア

昭43I 54 I 57 43 I 54 I 57 I 43 I 54 I 57 

f製造 5.1 3.0 2.4 89.3 90.8 91. 4 24.6 21. 3 21. 2 
菓子

非製造 21. 8 38.3 42.6 57.4 42.9 39.6 75.4 78.7 78.8 

f製造 4.0 3.3 3.0 79.4 85.7 87.1 19.0 26.2 27.6 

ノミ 〉ノ 非製造
15.9 26.4 36.4 39.4 37.5 35.3 81. 0 73.8 72.4 

菓子・ノミンをめぐる競争構造第 11表

注.製造・非製造シェアは，菓子・パγ それぞれの需要における製造もの，非

製造もののシェアを示す.

%
が
「
各
種
食
」
の
取
り
扱
い
と
な
っ
て
い
る
。
「
乾
物
」
以
外
の
業
種

取
り
扱
い
分
ま
で
喰
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
|
|
「
各
種
食
」
・
「
乾
物
」
以

外
の
他
業
種
取
り
扱
い
分
は
二
八
・
二
%
三
一
五
年
)
か
ら
一
六
・
五
%

(
五
七
年
)
へ
と
一
一
・
七
%
も
減
少
|
|
。
乾
物
の
こ
の
よ
う
な
推
移

か
ら
、
生
鮮
三
品
で
み
た
と
同
様
、
「
各
種
食
」
の
商
品
管
理
技
術
等
の

向
上
如
何
で
、
専
門
屈
の
凋
落
が
い
く
ら
で
も
起
こ
り
得
る
こ
と
が
指
摘

で
き
る
。

菓
子
・
パ
ン
に
つ
い
て
は
、
専
門
庄
が
比
較
的
健
闘
し
て
い
る
。
そ
れ

は
、
菓
子
に
つ
い
て
は
(

i

)

製
造
も
の
か
ら
非
製
造
も
の
へ
と
需
要
が
シ

フ
ト
し
、
(
日
)
「
各
種
食
」
の
非
製
造
も
の
取
り
扱
い
は
墳
え
た
も
の
の
、

(…

m
)製
造
も
の
の
・
本
業
取
り
扱
い
は
堅
持
さ
れ
、
パ
ン
に
つ
い
て
は
(

W

)

製
造
も
の
へ
需
要
が
シ
フ
ト
し
、
(

V

)

製
造
も
の
取
り
扱
い
は
「
各
種
食
」

シ
ェ
ア
が
低
下
し
川
辺
に
本
業
分
が
拡
大
し
た
こ
と
が
若
干
の
歯
止
め
に
な

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
一
(
第
日
表
)
。
焼
き
た
て
の
バ
ン
な
ど
そ
の
典
型
で

あ
る
。前

掲
第

ω
表
の
(
)
内
の
数
値
は
延
べ
数
に
よ
る
当
該
商
品
取
扱
商

庄
数
シ
ェ
ア
だ
が
、
こ
れ
と
販
売
額
シ
ェ
ア
を
「
各
種
食
」
に
つ
い
て
み

て
い
く
と
、
米
穀
類
、
酒
・
調
味
料
を
除
く
他
の
商
品
で
は
、
両
者
の
問

に
そ
れ
程
大
き
な
格
差
(
周
期
尚
強
い
¥
H
刈
八
割
沼
津
々
H
吋
)
は
な
い
。

そ
れ
だ
け
、
商
圏
、
が
限
ら
れ
て
い
て
単
品
に
関
し
て
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
が
小
さ
い
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
は
食
料
品
小
売
市
場
の
構
造
特
性
と

九
七



第 12表 「各種食」の商品構成と総合化の進展

4ミ〈

一一」 附 35 41 

酒・調 味 料

食 肉

卵・鳥 肉

鮮 魚

乾 物

野 菜

果実

i製 造
菓子 f

t非製造

ノー ~ 

米

雑

牛

料

茶

穀・豆 類

乳

理品

類

豆腐，かまぼこ I製造

等加工食品 l非製造

他に分類きれない飲食料品

18.5 (25.5) 

2.0 ( 4.5) 

1. 1 ( 0.8) 

8.0 ( 6.8) 

14.0 ( 4.7) 

10.2 ( 5.5) 

6.3 ( 3.5) 

14.8 (22.9) 

5.2 ( 6.2) 

1. 9 ( 1. 4) 

8.8 ( 7.3) 

11.4 ( 4.4) 

11. 3 ( 6.3) 

6.9 ( 4.5) 

14.2 (12.7) 11 
> 14.2 (13.5) 

1.3 (2.4) I1 

5.0 (19.8) 1 3.4 (15.8) 

1. 1 ( 1. 2) I 0.6 ( 0.7) 

0.4 ( 1. 9) 1 1. 4 ( 2.9) 

0.5 ( 1. 2) 1 0.6 ( 1. 4) 

0.4 ( 0.9) 1 0.6 ( 0.9) 

1. 7 ( 8.7) 1 18.8 (I1. 8) 

45 49 

12.7 (21. 7) 

7.5 ( 7.0) 

2.2 ( 1. 8) 

10.4 ( 8. 4) 

10. 1 ( 4.5) 

13.0 (7.5) 

6.4 ( 5.0) 

0.7 ( 2. 6) 

11. 1 ( 8. 1) 

0.2 ( O. 5) 

2.5 ( 2. 3) 

11.5 (20.3) 

8.5 ( 8.1) 

1. 9 ( 1. 9) 

11.6(9.6) 

9.2 ( 4.6) 

13.4 ( 8.2) 

6.2 ( 5.3) 

0.3 (2.5) 

11.1 ( 8.6) 

0.1 ( 0.5) 

2.0 ( 2.0) 

(13.0) 11 2 I} 2.1 ( 9.6) 
.4 ( O. 5) lJ 

0.9 ( 2.9) 

1.0(2.4) 

0.5 ( 0.9) 

0.2 ( I. 0) 

2.6 (1.4) 

15.5 ( 8.3) 

1.0(2.6) 

1. 1 ( 3.3) 

0.6 ( 1. 0) 

0.4 ( 1. 1) 

3.5 ( 1. 8) 

15.4 ( 9.1) 

54 

9.8 (18.6) 

10.4 ( 8.6) 

2.0 ( 1. 7) 

12.8 (10.4) 

7.5 ( 4.2) 

12.8 ( 8.0) 

5.8 ( 4.9) 

0.2 ( 2.2) 

10. 1 ( 8.3) 

0.1 ( 0.8) 

2.3 ( 2.3) 

2.1 ( 9.0) 

1. 8 ( 2.3) 

1. 5 ( 4.8) 

0.6 ( 1. 1) 

0.5 ( 0.9) 

4. 1 ( 2.1) 

15.4 ( 9.7) 

57 
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一
般
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
り
、
「
各
種
食
」
に
商
庖
数
に
よ

る
展
開
を
余
儀
な
し
と
し
た
背
景
で
も
あ
る
。

た
だ
し
、
三
五
年
時
と
比
較
す
れ
ば
、
類
尚
強
ぐ
い
け
可
八
百
樹
海
端
砕
い
¥
H
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可
な
る
関
係
は
時
を
経
る
に
つ
れ
緩
和
ま
た
は
逆
転
す
る
傾
向
に
あ
る
。

そ
の
傾
向
は
商
品
ご
と
に
異
な
っ
て
い
て
、
た
と
え
ば
食
肉
取
扱
庖
に
占

め
る
「
各
種
食
」
の
シ
ェ
ア
は
四
倍
以
上
に
拡
大
し
て
い
る
の
に
対
し

て
、
取
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い
易
い
は
ず
の
乾
物
は
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弱
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ま
た
濁
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崎
皿
い
¥
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U
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謝

漏
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¥
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可
な
る
関
係
は
、
乾
物
が
四
五
年
に
逆
転
し
た
の
に
食
肉
で
は

漸
く
五
七
年
に
逆
転
と
い
っ
た
具
合
だ
。
総
じ
て
み
れ
ば
ス
ケ
ー
ル
メ
リ

ッ
ト
の
働
く
余
地
は
拡
大
し
て
い
る
よ
う
だ
。
特
に
、
五
四

t
五
七
年
期

の
生
鮮
三
口
聞
が
注
目
さ
れ
る
。

他
方
、
酒
・
調
味
料
、
米
穀
類
の
場
合
は
、
「
各
種
食
」
の
商
庖
数
シ
ェ

ア
が
伸
び
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
販
売
額
シ
ェ
ア
と
の
差
は
大
き
く
縮

ま
ら
な
い
。
こ
の
傾
向
は
米
穀
類
に
お
い
て
著
し
く
、
三
五
年
以
降
商
庇

《
ノ
1
1
r》

食
料
品
小
売
業
の
構
造
分
析

0
・
∞

-u

(
0・
唱
M
臼

)

0
・
叶

M

∞

(
0
・A
V
A
)

0
・
吋
品
品

(
0・
唱
臼
串
)

0
・
叫

U
N

(
。
・
唱
臼
品
)

白

日

唱

白
田
・
一
『

由
一
1

・N

由
∞

ω

数
シ
ェ
ア
が
一
四
ポ
イ
ン
ト
も
伸
び
た
の
に
対
し
、
販
売
額
シ
ェ
ア
の
伸

び
は
八
ポ
イ
ン
ト
に
過
ぎ
な
い
(
そ
の
点
、
酒
・
調
味
料
の
方
は
双
方
と

も
一

0
ポ
イ
ン
ト
以
上
伸
び
、
そ
の
差
も
こ
こ
に
き
て
縮
ま
る
気
配
を
見

せ
る
〉
。
他
商
品
と
は
や
や
異
な
る
こ
の
よ
う
な
推
移
は
、
両
商
品
と
も

重
量
が
重
く
配
達
需
要
の
高
い
こ
と
、
制
度
的
管
理
の
下
取
り
扱
い
に
は

許
認
可
が
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
酒
の
場
合
は
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
系
列
化
等

に
よ
っ
て
「
各
種
食
」
の
こ
の
分
野
へ
の
参
入
が
阻
ま
れ
て
い
る
と
い
っ

た
商
品
特
性
が
反
映
し
て
い
る
た
め
と
恩
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
将
来
的
に

は
、
酒
容
器
の
軽
量
化
、
消
費
量
の
低
下
が
招
い
た
一
回
当
た
り
米
購
入

量
の
小
口
化
等
を
反
映
し
て
両
商
品
の
持
ち
帰
り
品
と
し
て
の
商
品
特
性

、
が
強
ま
り
、
潜
在
的
に
「
各
種
食
」
で
の
購
入
志
向
が
高
ま
っ
て
い
こ
う
。

小
売
商
業
の
対
応
と
し
て
は
的
制
度
的
規
制
の
緩
和
が
前
提
と
な
る
既
存

「
各
種
食
」
の
こ
れ
ら
分
野
へ
の
参
入
、
制
「
酒
・
調
味
料
」
・
「
米
穀
類
」

の
「
各
種
食
」
へ
の
業
態
転
換
、
の
い
ず
れ
か
の
形
で
の
展
開
が
考
え
ら

九
九



《
ノ
l
ト
》

食
料
品
小
売
業
の
構
造
分
析

れ
る
が
、
西
友
系
C
V
S
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
!
ト
の
加
盟
前
業
種
の
ト
ッ

プ
は
酒
屋
で
あ
る
こ
と
が
暗
示
す
る
よ
う
に
、
同
の
形
で
実
態
は
進
ん
で

い
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
他
の
商
品
に
つ
い
て
も
、
「
各
種
食
」
の
取
り
扱
い
シ
ェ
ア
が
い

ず
れ
の
商
品
に
お
い
て
も
伸
び
て
い
る
。
特
に
、
と
う
ふ
、
か
ま
ぼ
こ
等

加
工
食
品
で
著
し
い
が
、
こ
れ
は
、
軽
量
で
嵩
張
ら
ず
比
較
的
保
存
の
利

く
商
品
特
性
か
ら
す
れ
ば
当
然
の
推
移
で
あ
ろ
う
。
牛
乳
・
茶
は
商
庄
数

シ
ェ
ア
で
の
本
業
分
の
低
減
が
比
較
的
大
き
い
も
の
の
、
販
売
額
シ
ェ
ア

で
は
ま
だ
「
各
種
食
」
を
上
回
っ
て
い
る
。
牛
乳
の
場
合
は
配
達
需
要
に

支
え
ら
れ
、
茶
の
場
合
は
「
各
種
食
」
に
と
っ
て
の
回
転
率
の
悪
さ
、
消

費
者
噌
好
の
ブ
ラ
ン
ド
・
高
級
志
向
が
歯
止
め
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

料
理
品
は
、
本
業
の
商
庖
数
シ
ェ
ア
が
伸
び
た
唯
一
の
商
品
で
あ
る
が
、

商
品
特
性
(
さ
め
る
だ
け
で
商
品
価
値
は
下
が
る
)
が
要
請
す
る
近
隣
型

商
闘
に
適
し
た
形
態
、
す
な
わ
ち
多
盾
舗
展
開
が
進
ん
だ
た
め
と
思
わ
れ

る。
以
上
、
「
各
種
食
」
と
専
門
庖
と
の
品
目
別
競
争
構
造
を
概
観
し
、
商

品
特
性
な
ど
の
違
い
に
よ
っ
て
品
目
聞
に
差
は
あ
る
も
の
の
、
「
各
種
食
」

の
参
入
度
合
が
総
じ
て
強
い
こ
と
を
み
た
。
こ
れ
は
、
「
各
種
食
」
の
立

場
に
た
っ
て
み
れ
ば
、
総
合
化
(
幅
広
い
品
揃
え
)
の
進
展
と
し
て
理
解

さ
れ
る
。

総
合
化
の
中
身
と
し
て
ひ
と
つ
考
え
ら
れ
る
の
は
、
食
料
品
需
要
の
品

一O
O

目
構
成
に
ロ
聞
揃
え
の
商
品
構
成
が
等
し
い
と
す
る
理
解
で
あ
る
。
「
各
種

食
」
が
扱
う
食
料
品
の
商
品
構
成
と
食
料
品
需
要
の
品
目
構
成
と
は
、
第

ロ
表
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
両
者
の
一
致
度
が
こ
こ
に
い
う
総
合
化
の
程

度
で
あ
り
、
そ
れ
は
相
関
係
数
を
指
標
に
し
て
計
ら
れ
る
。
全
品
目
を
対

象
に
し
た
相
関
係
数
は
三
五
年
の

0
・
六
七
五
か
ら
五
七
年
は

0
・
七
四

四
と
な
っ
て
、
総
合
化
の
若
干
の
進
行
が
認
め
ら
れ
る
。
次
に
、
「
各
種

食
」
に
と
っ
て
取
り
扱
い
の
自
由
度
が
低
い
酒
・
調
味
料
、
米
穀
類
を
除

く
と
、

0
・
六
六
四
か
ら

0
・
九
三
四
と
な
り
、
総
合
化
が
高
い
程
度
で

進
行
し
た
の
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
取
り
扱
い
白
押
く
し
か
も
消
費
者
の
便

宜
に
応
え
ら
れ
る
商
品
(
乾
物
)
や
需
要
が
伸
び
て
い
る
商
品
(
生
鮮
三

品
)
は
、
鐙
問
要
構
成
比
以
上
の
商
品
構
成
比
と
な
っ
て
い
る
。
酒
・
調
味

料
等
で
の
弱
さ
を
補
う
と
い
う
意
味
も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
ら
商
品
に
対
す

る
戦
略
的
な
対
応
の
現
わ
れ
と
理
解
し
て
お
き
た
い
。

伺
業
種
動
向
の
開
要
と
競
争
構
造
に
よ
る
説
明

一
の
同
で
み
た
よ
う
に
、
食
料
品
小
売
業
販
売
額
(
非
食
料
品
を
含
む
)

に
占
め
る
各
業
種
の
販
売
額
ハ
同
上
)
の
シ
ェ
ア
は
、
「
各
種
食
」
・
「
そ

の
他
」
を
除
く
と
、
軒
並
み
低
下
傾
向
に
あ
っ
た
。
食
料
品
専
門
庖
の
販

売
額
シ
ェ
ア
の
低
下
は
、
前
節
で
み
た
本
業
取
り
扱
い
品
目
を
め
ぐ
る

「
各
種
食
」
と
の
競
合
激
化
に
よ
っ
て
招
来
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
専
門
庖
の
販
売
額
シ
ェ
ア
は
取
り
扱
い
商
品
の
需
要
動
向
に
よ



つ
で
も
左
右
さ
れ
る
。
「
各
種
食
」
と
の
競
合
が
皆
無
で
も
、
取
り
扱
い

商
品
の
需
要
が
相
対
的
に
低
下
し
て
い
け
ば
当
該
業
種
の
凋
落
も
必
至
と

な
る
か
ら
だ
。
「
米
穀
類
」
は
そ
の
典
型
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
以

上
の
因
果
関
係
を
模
式
化
し
た
の
が
第
八
図
で
あ
り
、
各
業
種
シ
ェ
ア

匂
尚
子
を
競
争
構
造
要
因
旬
。
ミ
=
と
需
要
要
因
匂
町
内
足
院
で
基
本
的

に
説
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
(
記
号
の
定
義
は
同
図
の
注
参
照
)
。
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ミ
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需
要
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方
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圧
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と
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七
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較
か
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ら
、
競
争
構
造
要
因
の
影
響
の
度
合
は
近
年
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘

で
き
る
(
標
準
偏
回
帰
係
数
に
よ
る
寄
与
度
で
一
五
・
七
%
↓
二
三
・
九

%)。次
に
、
業
種
ご
と
の
動
向
を
タ
イ
ム
・
シ
リ
ー
ズ
デ
i
タ
(
三
五

t
五

七
年
)
を
使
っ
て
み
で
い
く
が
、
そ
の
前
に
第
八
図
の
ル
ー
ト
①
と
②
に

つ
い
て
若
干
触
れ
て
お
こ
う
o

旬
。
足
立
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
「
各

種
食
」
の
当
該
商
品
・
2

取
り
扱
い
匂
匂
〉
と
競
合
関
係
に
あ
る
。
ル
ー

ト
②
の
相
関
係
数
が
マ
イ
ナ
ス
で
非
常
に
高
い
の
は
そ
の
現
わ
れ
で
あ
る

(
第
三
事
)
0

そ
の
点
、

N
M
肉
ミ

1
句
門
、
〉
(
ル
l
ト
①
)
は
、
「
各
種

食
」
の
商
品
に
対
す
る
志
向
性
|
|
需
要
動
向
に
対
す
る
順
応
、
中
立
、

逆
行
の
パ
タ
ー
ン
ー
ー
ー
を
み
る
ル

l
ト
で
、
相
関
係
数
に
よ
っ
て
そ
の
志

向
性
の
違
い
を
読
み
取
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
生
鮮
三
品
に
対
し
て
の
順
応

性
、
酒
-
調
味
料
、
楽
穀
類
に
対
し
て
の
逆
行
性
、
菓
子
・
パ
ン
、
乾
物

に
対
し
て
の
中
立
性
ヤ
あ
る
。
需
要
動
向
に
対
し
ほ
と
ん
ど
中
立
的
な
乾

物
だ
が
、
「
各
種
食
」
の
取
り
扱
い
シ
ェ
ア
は
一
番
高
い
(
第
叩
表
に
よ

る
と
五
七
年
で
六
一
%
)
。
こ
れ
は
、
「
各
種
食
」
に
と
っ
て
乾
物
(
保
存

が
利
き
、
軽
く
、
嵩
張
ら
ず
〉
が
つ
い
で
買
い
商
品
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
た
め
に
他
な
ら
な
い
。
ま
た
、
需
要
が
低
下
す
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
酒
・
調
味
料
、
来
穀
類
に
対
す
る
志
向
性
が
高
い
の
は
そ
の
パ
イ
の

大
き
さ
(
需
要
シ
ェ
ア
が
五
七
年
で
前
者
一
八
%
、
後
者
八
%
。
第
ロ
表

よ
り
)
が
魅
力
に
な
っ
て
い
る
た
め
と
恩
わ
れ
る
。O 
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J SUPi ド
①/ 

⑥ 

第B図業種動向の需要と競争構造による説明

注.DEM，は i品目の需要シェアを，SUPi，HON“はそれぞれ i品目の総

販売額に占める「各種食」の取り扱いシェア，l品目専門業種iの取り扱いシ

ェアを，SHAiは i業種の食料品小売業販売額に占めるシェアを示す.

いま，食料品小売業がπ+1の業種で構成されているとすると， 第 1:表に

従い下図のように書ける.ただし，Dり・は i業種のj品目販売額を，DSUPj 
は「各種食Jのそれを，NDけま i業種の非食料品販売額を表わす.

f 

ベゾ

rDii 

f一I n 

L-Lj Dij 
)=1 iキj

r-DSl"p， 

SUP-+ DSFPi 

L-DS[.p.n 

一一-.¥'Di 

11 

SUP--NDsFP 

この記号に従うと，

DEMi=(D'i+・・・……+DSUP.i)/f
SUPi=Dsup.;/CD，i+………+DSUP.i) 
HONii=DidCD，i+・H ・H ・.+DSUP.i)

SHAt=(zpzj+NDO/F 

。



DEMi-SUPi， SUPi-HONjj 問の相関係数第 13表

数係関相

ノレート②ノレート①

-0.965 -0.988 料味酒・調

-0.980 -0.967 類穀米

-0.ヲ80

-0.974 

-0.763 

-0.480 

ユ/

物

子・パ菓

乾

食

E 

-0.922 0.982 肉

-0.961 O.ヲ72魚鮮E 

-0.961 

注(1)

(2) 

(3) 

0.923 

商品のI， n，mの分類は，需要動向の低下，停滞，伸長による.

データは35-57年の時系列で， π=11.

ここで，Pγ[lrl>0.521]=0.10，Pr[lrl>0.735]=0.01. 

ただし Prは母相関係数 p=Oの 2度量正規分布からとった n=11の標

本の相関係数 rのパーセ γ トを表わす.

実菜・果野

回帰分析 昭和35-57年のタイム・シリーズ一一

I aj I a， I 1"' 

第 14表

D.W 

酒・調味料 0.667 0.9963 2.246 
I 

米 穀 類 0.936 し004 0.9997 1.638 

菓子 ・ パ ソ 0.776 1. 147 0.9926 2.239 
E 

乾 物 1.056 0.963 0.9914 1.737 

食 肉 0.975 1.α)1 0.9963 !. 930 

E 鮮 魚 1. 168 1. 168 O.ヲ912 2.618 

野菜・果実 1. 074 O.ヲ969 !. 888 

推計式は IogSHA=ao+a1 Iog DEM+a， Iog HON.持=1し

戸は自由度修E済決定係数， D.W.はターピゾ・ワトソ γ比

イ系数パラメータは酒・調味料の a，(10%水準で有意〕を除き， すべて 1%
水準で有意.

注(1)
(2) 

一O
三
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食
料
品
小
売
業
の
構
造
分
析

さ
て
、
川
式
に
両
対
数
線
型
式
を
あ
て
は
め
た
推
計
結
果
(
第
凶
表
)

を
み
る
と
、
決
定
係
数
が

0
・
九
九
以
上
で
非
常
に
高
く
、
係
数
パ
ラ
メ

ー
タ
が
一
・

O
に
近
い
値
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
恒
等
関
係
の
成
立
が
示
唆

さ
れ
て
い
る
。
第
八
図
の
モ
デ
ル
で
は
、
制
各
専
門
庄
は
本
業
と
す
る
商

品
以
外
の
食
料
品
・
非
食
料
品
を
扱
っ
て
い
る
、
刷
本
業
と
す
る
商
品
を

め
ぐ
っ
て
の
競
争
に
は
「
各
種
食
」
以
外
の
業
種
も
関
与
し
て
い
る
、
と

い
っ
た
実
態
を
そ
れ
ぞ
れ
的
単
品
市
場
、
制
「
各
種
食
」
|
専
門
盾
の
ダ

イ
ア
ド
・
モ
デ
ル
で
描
写
し
た
。
そ
の
単
純
化
の
分
だ
け
、
川
式
に
よ
る

説
明
力
は
低
下
す
る
は
ず
な
の
だ
が
、
計
測
結
果
は
そ
れ
が
無
視
で
き
る

く
ら
い
小
さ
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
〔
P
〕
販
売
額
に
占
め
る

本
業
商
品
の
シ
ェ
ア
ロ
ミ
(
明
、
ζ
十
足
。
じ
、
〔
Q
〕
食
料
品
小
売
業
の

当
該
商
品

j
の
販
売
額
に
占
め
る
「
各
種
食
」
と

j
業
種
の
シ
ェ
ア
合

計
(
む
と
ー
十

P
号
、
)
¥
(
出

P
1
p
zむ
を
判
定
指
標
に
、
実
態
と

し
て
も
確
認
さ
れ
る
点
で
あ
る
(
第
日
表
)
。
す
な
わ
ち
、
〔
P
〕
の
値
は
、

「
食
肉
」
を
除
く
と
九
割
を
割
り
他
商
品
の
存
在
が
や
や
気
に
な
る
も
の

の
、
い
ず
れ
の
業
種
に
お
い
て
も
長
期
的
に
安
定
し
て
、
単
品
に
関
し
て

の
分
析
結
果
で
業
種
動
向
が
包
括
的
に
説
明
さ
れ
る
も
の
と
恩
わ
れ
る
。

同
様
に
〔
Q
〕
も
、
乾
物
を
除
く
と
九
割
以
上
の
高
い
比
率
に
あ
り
、
他
業

種
の
当
該
商
品
取
り
扱
い
は
例
え
一
業
種
に
絞
ら
れ
た
と
し
て
も
(
実
際

は
、
複
数
業
種
聞
に
分
散
し
て
い
る
)
僅
か
で
あ
っ
て
、
他
業
種
の
関
与

は
無
視
で
き
る
と
判
断
さ
れ
る
。

第 15表各業種販売額に占める本業商品のシェア〈指標P)と各商品販売額

に占める「各種食」・専門庖シェア(指標Q)
〈単位:%) 

指 標 P 指 標 Q 

昭35I 45 I 54 I 57 5 I 45 I 57 

酒・調味料 78.5 79.9 78.6 78.2 94.3 95.6 96.2 96.7 

食 肉 89.4 92.6 92.3 92.2 96.6 95.8 95.4 95.4 

鮮 魚 86.1 87.2 87.6 88.2 95.8 95.6 95.6 95.2 

野菜・果実 81. 6 82.1 84.0 84.4 91. 7 93.4 93.5 94.0 

乾 物 70.6 70.7 69.9 73.1 71.8 76.7 81. 5 83.5 

菓子・パン 74.7 74.2 76.5 76.7 89.6 88.2 89.1 89.6 

米穀類 日ヲ.0 84.8 98.2 98.0 96.0 95.6 一O
四

注.指標Pは D“/(Z1Dtj十NDふ QぽDjj+Dsup-I)/(21Dzj+Dsupj〉
j= 

の百分率を表わす.記号は第B図に従 5.



第 16表業種動向の要因分解(1)

印刷) I G(DEM) I G(HON) I 残差

-2.05 -1. 47 -0.6 0.02 
酒・調味料 (100) (71. 7) (29.3) (-1. 0) 

-4.50 -4.22 -0.51 0.23 
米穀類

(1Cコ〉 (93.8) (11. 3) (-5.1) 

-2.30 -0.54 -1. 64 -0.12 
菓子・パン

(1∞〕 (23.5) (71.3) (5.2) 

-4.18 -0.42 -3.62 -0.14 
乾 物

(100) (10.0) (86.6) (3.3) 

0.01 3.03 -2.79 0.23 
食 肉 (100) (30，3∞〉 (-27，9∞) (-2，3∞) 

一0.70 1. 89 -2.43 -0.16 
鮮 魚 (100) ( -270) (347. i) (22.9) 

-1. 18 1. 58 -2.57 -0.19 
野菜・果実

(1∞) (-133.9) (217.8) (16.1) 

注.Gは35-57年期における年平均増減率を， ( )内の数値は SHAの増減に

対する各要因の寄与度を表わす.

酒・調味料 T
2

米穀類 T2

菓子・パン T2

乾 物(Z;

食O T2 

五

魚(Z;鮮

野菜・果実 T2

第17表業種動向の要因分解(2) 時期を区分して一一

l G(SHA) I G(DEM) I G(HON) I 残 差
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注• T，は 35-47年，T2は 47-57年の期間を表わす.
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食
料
品
小
売
業
の
構
造
分
析

以
上
の
点
を
考
慮
し
て
川
式
に
恒
等
関
係
を
仮
定
す
れ
ば
、
業
種
動
向

は
次
の
よ
う
な
要
因
分
解
式
で
捉
え
ら
れ
る

(
G
は
年
平
均
増
減
率
)
。

。(・
2
h
b
)
H
C
(
b
h円
ミ
)
十
の
(
句
。
~
〈
)
+
瀞
眺
:
:
:
:
(
同
)

三
五

t
五
七
年
の
期
間
で
、
「
そ
の
他
」
を
除
く
七
業
種
・
七
品
目
(
小

分
類
)
を
対
象
に
計
測
し
た
結
果
は
第
凶
表
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
「
酒
・

調
味
料
」
・
「
米
穀
類
」
の
場
合
、
業
種
動
向
の
説
明
は
圧
倒
的
に
需
要
要

因
に
負
う
こ
と
、
「
菓
子
・
パ
ン
」
・
「
乾
物
」
で
は
競
争
構
造
要
因
、
生

鮮
三
品
専
門
庄
の
場
合
、
「
鮮
魚
」
・
「
野
菜
・
果
実
」
で
競
争
構
造
要
因

に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
「
食
肉
」
で
需
要
要
因
の
方
が
大
き
い
こ
と

な
ど
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
で
、
山
式
の
構
造
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
「
各
種
食
」
の

著
し
い
成
長
や
需
要
構
造
の
変
化
か
ら
い
っ
て
、
過
去
一

O
年
と
そ
れ
以

前
と
で
は
違
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
期
間
を
れ
(
三
五

t
四
七
年
)
、

九
〈
四
七

t
五
七
年
〉
に
区
分
し
て
の
計
測
結
果
は
第
げ
表
に
示
す
通

り
だ
。
競
争
構
造
要
因
は
、
九
期
に
入
り
「
菓
子
・
パ
ン
」
・
「
乾
物
」

を
除
く
五
業
種
で
す
べ
て
九
期
の
値
を
上
回
る
減
少
率
を
示
す
。
「
各
種

食
」
の
参
入
の
強
ま
り
に
他
な
ら
な
い
。
勿
論
、
「
沼
・
調
味
料
」
・
「
米

穀
類
」
で
は
ま
だ
ま
だ
需
要
要
因
の
寄
与
度
が
大
き
い
し
、
「
菓
子
・
パ

ン
」
・
「
乾
物
」
で
の
競
争
構
造
要
因
の
寄
与
度
が
大
き
い
と
い
っ
た
構
造

自
体
の
転
換
は
起
こ
っ
て
い
な
い
。
そ
の
点
、
需
要
要
因
か
ら
競
争
構
造

要
因
へ
と
比
重
が
シ
フ
ト
し
た
生
鮮
三
品
専
門
庖
の
ケ
|
ス
(
既
に
何
度

一O
六

も
指
摘
し
て
き
た
点
だ
が
)
は
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

、
消
費
者
行
動
と
市
場
変
化
の
展
望

本
節
で
は
、
こ
れ
主
で
明
示
的
に
ふ
れ
な
か
っ
た
消
費
者
行
動
を
買
物

行
動
の
側
面
で
整
理
し
、
あ
わ
せ
て
市
場
変
化
の
展
望
を
行
な
う
。

M
V

消
費
者
の
買
物
行
動

「
各
種
食
」
|
専
門
居
間
の
競
争
構
造
を
消
費
者
の
関
与
と
い
う
視
点

で
記
述
し
よ
う
と
す
る
時
、
消
費
者
が
買
物
施
設
を
選
択
す
る
過
程
が
注

目
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
過
程
は
買
物
行
動
と
呼
ば
れ
る
。

(

l

)

 

一
般
に
、
買
物
行
動
は
庖
舗
ま
で
の
出
向
を
原
則
と
す
る
。
そ
の
た
め

に
小
売
市
場
の
空
間
的
範
囲
は
非
常
に
狭
い
エ
リ
ア
に
制
約
さ
れ
、
立
地

形
態
は
消
費
者
の
居
住
分
布
に
符
合
し
た
も
の
に
な
る
。
そ
れ
だ
け
、
距

離
に
関
す
る
消
費
者
の
コ
ス
ト
節
減
意
識
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

消
費
者
に
距
離
が
強
く
意
識
さ
れ
る
度
合
は
商
品
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い

る
。
生
鮮
も
の
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
い
食
料
品
は
概
し
て
距
離
が
強
く
意
識

さ
れ
る
商
品
群
で
あ
る
。

生
鮮
食
料
品
は
新
鮮
さ
や
か
生
命
だ
が
、
そ
の
物
理
的
な
性
質
上
変
質
・

腐
敗
し
や
す
い
。
つ
ま
り
、
一
度
に
大
量
に
買
い
入
れ
て
貯
蔵
す
る
こ
と

に
適
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
従
来
か
ら
の
習
慣
で
あ
る
多
頻
度
買
物

出
向
が
主
流
と
な
る
。
ま
た
、
商
品
の
標
準
化
の
低
位
さ
は
消
費
者
の
心



情
や
噌
好
と
相
侠
っ
て
、
「
実
際
に
庖
頭
で
モ
ノ
を
見
て
暗
購
入
す
る
」
行

動
を
消
費
者
に
と
ら
せ
る
。
野
菜
の
場
合
は
こ
れ
に
物
理
的
な
性
質
(
重

く
て
嵩
張
る
)
が
加
わ
り
、
魚
・
肉
の
場
合
は
庖
頭
で
の
調
理
が
需
要
さ

れ
る
等
の
事
情
の
た
め
、
庖
頭
ま
で
日
々
足
を
運
ぶ
買
物
行
動
が
消
費
者

に
選
択
さ
れ
易
い
。
こ
の
と
き
、
消
費
者
に
と
っ
て
距
離
(
時
間
距
離
)

に
関
す
る
コ
ス
ト
を
節
減
で
き
る
こ
と
が
、
買
物
施
設
の
選
択
に
あ
た
っ

て
の
誘
因
と
な
る
。

距
離
を
コ
ス
ト
と
し
て
強
く
意
識
す
る
消
費
者
の
買
物
出
向
は
、
最
寄

庖
へ
の
志
向
を
日
常
的
に
高
め
る
。
食
料
品
小
売
盾
の
存
立
形
態
は
規
模

に
お
い
て
零
細
、
数
に
お
い
て
過
剰
で
あ
る
と
通
常
指
摘
さ
れ
る
が
、
そ

れ
を
支
え
て
き
た
の
が
右
の
よ
う
な
消
費
者
の
買
物
行
動
(
そ
れ
と
五
一

年
ま
で
消
費
支
出
に
占
め
る
シ
ェ
ア
が
一
ニ

O
%台
に
あ
っ
た
高
い
食
料
品

支
出
額
)
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
最
寄
庖
と
い
う
時
、
単
一
の
庖
舗
で
は
な
く
、
い
く
つ
か
の
底

舗
が
密
集
し
た
買
物
地
区
が
想
定
さ
れ
る
。
庖
舗
が
散
在
し
て
い
る
よ
り

も
集
積
し
て
い
る
方
が
消
費
者
に
と
っ
て
距
離
お
よ
び
時
間
コ
ス
ト
の
節

減
に
な
る
か
ら
だ
。
小
売
庖
が
集
ま
っ
て
商
庖
街
を
形
成
し
て
い
く
必
然

性
で
あ
る
。
食
料
品
の
如
く
一
日
の
食
事
の
た
め
に
数
種
類
の
品
目
を
要

す
る
も
の
で
は
、
各
品
目
を
扱
う
底
舗
が
ひ
と
つ
に
集
ま
る
こ
と
が
消
費

者
に
と
っ
て
強
く
望
ま
れ
、
庖
舗
聞
に
も
親
和
性
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
市

場
(
い
ち
ば
)
の
成
立
は
自
然
で
あ
っ
た
と
恩
わ
れ
る
。
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さ
て
、
距
離
刊
か
重
要
な
決
め
手
と
な
る
食
料
品
の
買
物
出
向
は
価
格
に

対
す
る
非
弾
力
的
な
態
度
を
併
存
さ
せ
る
。
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
だ
が
、

一
回
当
た
り
購
入
額
の
少
な
い
1

1
そ
し
て
徒
歩
・
自
転
車
が
主
な
交
通

手
段
で
あ
る
|
|
消
費
者
が
安
さ
だ
け
の
た
め
に
よ
り
遠
く
の
庖
ま
で
足

を
の
ば
す
の
は
得
策
で
は
な
い
か
ら
だ
。
そ
の
よ
う
な
買
物
行
動
が
前
提

に
な
る
と
き
、
小
a

売
市
場
は
価
格
面
か
ら
み
た
不
完
全
競
争
が
そ
の
構
造

特
性
に
な
る
。
消
費
者
物
価
上
昇
の
元
凶
と
し
て
生
鮮
食
料
品
の
小
売
価

格
の
非
弾
力
さ
刊
か
度
々
取
り
上
げ
ら
れ
る
が
、
背
景
に
そ
の
よ
う
な
消
費

者
の
買
物
行
動
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
市
場
構
造
下
、
買
物
の
た
め
に
費
や
す
コ
ス
ト
(
以
下
、
買
物
コ

ス
ト
と
称
す
)
の
節
減
を
図
る
消
費
者
に
と
っ
て
の
合
理
的
な
行
動
と
は
、

低
価
格
商
品
を
求
め
て
い
く
つ
か
の
底
舗
へ
出
向
す
る
行
動
で
は
な
く
、

購
入
量
を
ふ
や
す
か
、
一
度
に
多
品
目
を
購
入
す
る
か
し
て
購
入
額
当
た

り
コ
ス
ト
の
低
下
E

を
図
る
行
動
で
あ
る
が
、
食
料
品
の
場
合
、
商
品
の
性

質
上
貯
蔵
性
の
低
い
生
鮮
も
の
の
占
め
る
ウ
ェ
イ
ト
が
高
い
た
め
に
、
一

度
に
多
品
目
を
・
少
量
ず
つ
購
入
す
る
行
動
が
選
択
さ
れ
易
か
ろ
う
。
所
調
、

買
物
行
動
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
化
で
あ
る
。

「
各
種
食
」
十
'
な
わ
ち
食
品
ス
ー
パ
ー
の
庖
錦
忠
誠
田

S
5
8苫
}
々

は
、
消
費
者
の
京
国
向
に
対
応
し
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
機
能

の
具
備
(
幅
広
い
品
揃
え
)
に
よ
っ
て
高
め
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

勿
論
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
差
別
的
な
居
舗
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
す
る
こ
と
は

O 
七
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不
十
分
で
あ
ろ
う
。
寄
合
市
場
で
可
能
に
な
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
機
能
と
食
品
ス
ー
パ
ー
の
そ
れ
と
の
聞
に
格
段
の
差
が
あ
る
と
は

考
え
ら
れ
な
い
か
ら
だ
。
そ
の
意
味
か
ら
、
唐
錦
イ
メ
ー
ジ
差
を
生
み
だ

す
要
因
と
し
て
、
(

i

)

女
性
の
ラ
イ
フ
・
サ
イ
ク
ル
の
変
化
を
背
景
と
す

る
主
婦
の
時
間
コ
ス
ト
意
識
の
高
ま
り
、
(
一
口
)
消
費
者
意
識
の
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
化
・
ブ
ラ
ン
ド
志
向
の
高
揚
、
(
…
m
)食
の
家
計
外
生
産
化
の
進
展
に

伴
う
加
工
食
品
需
要
の
増
大
(
外
食
費
を
除
く
食
費
に
占
め
る
加
工
食
品

〈

2
〉

比
率
は
四

O
年
四
八
%
か
ら
五
六
年
五
四
%
へ
上
昇
)
等
を
背
景
に
し
た

(

3

)

 

食
品
ス
ー
パ
ー
の
庖
舗
戦
略
(
小
売
ミ
ッ
ク
ス
戦
略
)
が
注
目
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
前
節
で
の
商
品
特
性
に
帰
着
し
て
の
説
明
が
有
効
で
あ
っ
た

点
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
「
魚
は
魚
屋
で
、
肉
は
肉
屋
で
、
冷
凍
品
は
ス

I
バ
l
で
買
う
」
と
い
っ
た
、
食
料
品
が
も
っ
庖
舗
忠
誠
規
定
性
も
看
過

す
る
訳
に
は
い
か
な
い
。
特
に
生
鮮
も
の
に
つ
い
て
は
食
品
ス
ー
パ
ー
で

(

4

)

 

の
品
質
上
の
難
点
、
価
格
の
高
さ
な
ど
が
、
デ
i
タ
的
に
そ
し
て
消
費
者

(
主
婦
)
の
聞
で
は
半
ば
常
識
化
し
て
い
る
だ
け
に
、
今
後
と
も
専
門
庖

に
比
し
て
優
位
な
庖
舗
イ
メ
l
ジ
が
保
持
で
き
る
の
か
難
し
い
面
は
確
か

に
あ
る
。
が
、
や
は
り
消
費
者
が
抱
く
買
物
施
設
の
イ
メ
ー
ジ
(
全
体
的

評
価
)
は
、
近
年
商
品
管
理
へ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
積
極
的
な
差
別
化

を
図
る
食
品
ス
ー
パ
ー
の
方
に
分
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

買
物
施
設
の
選
択
に
あ
た
っ
て
底
舗
イ
メ
ー
ジ
ハ
全
体
的
評
価
〉
は
重

一O
八

要
な
要
因
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
ス
ト
レ
ー
ト
に
買
物
行
為
に
結

び
つ
く
と
は
限
ら
な
い
。
消
費
者
の
意
図
(
買
物
計
画
が
反
映
す
る
)
の

強
弱
に
従
い
、
衝
動
買
い
(
買
物
出
向
前
に
購
買
を
計
画
し
て
い
な
か
っ

た
商
品
を
購
買
す
る
こ
と
)
の
多
寡
が
決
ま
り
、
衝
動
貿
い
の
程
度
如
何

で
、
消
費
者
の
評
価
と
買
物
行
為
と
の
聞
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
る
か
ら
だ
。

食
品
ス
ー
パ
ー
で
の
買
物
は
、
衝
動
買
い
誘
発
型
業
態
と
言
わ
れ
る
だ

け
に
、
評
価
以
上
の
実
績
を
あ
げ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、

「
生
鮮
食
料
品
に
関
す
る
消
費
者
選
択
行
動
基
礎
調
査
」
(
農
林
水
産
省

統
計
情
報
部
、
五
三

1
五
五
年
)
に
よ
る
と
、
購
入
理
由
の
七
割
前
後
が

「
決
め
て
い
る
献
立
に
必
要
」
で
衝
動
買
い
の
少
な
い
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。
生
鮮
三
品
に
関
し
て

4

一
言
え
ば
消
費
者
の
評
価
は
比
較
的
ス
ト
レ

A
ぺ

5
)

i
ト
に
買
物
行
為
に
結
び
つ
く
と
い
う
こ
と
だ
。
と
こ
ろ
が
、
別
の
調
査

で
は
衝
動
買
率
(
品
目
・
2

を
購
買
し
た
世
帯
数
の
う
ち
計
画
を
し
て
い
な

か
っ
た
世
帯
数
の
比
率
)
は
生
鮮
で
五
四
%
、
加
工
食
品
で
六
六
%
と
な

っ
て
お
り
、
評
価
と
買
物
行
為
と
の
聞
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
こ
の
場
合
無
視
で

き
な
い
く
ら
い
大
き
い
も
の
と
な
る
。

食
料
品
の
衝
動
買
い
に
関
し
て
は
、
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
不
足
し
て
お
り
、

計
測
・
調
査
方
法
上
の
問
題
も
あ
っ
て
、
そ
の
実
態
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

仮
に
衝
動
買
い
が
多
い
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
商
品
選
択
の
最
終
決
定
が
脂

綿
・
市
場
内
で
な
さ
れ
る
度
合
が
多
い
こ
と
か
ら
、
的
回
遊
性
が
高
く
、

伺
滞
留
時
間
が
長
く
、
料
品
揃
え
幅
が
広
く
、

M
H
検
索
対
応
力
が
大
き
く
、



的
対
面
販
売
な
ど
働
き
か
け
の
で
き
る
買
物
施
設
は
有
利
と
な
り
、
逆
に

そ
う
で
な
い
買
物
施
設
は
他
施
設
へ
の
衝
動
買
い
分
の
流
出
を
許
し
、
販

売
増
に
つ
な
が
る
機
会
を
逃
す
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
食
品
ス
ー
パ
ー
に

と
っ
て
は
的

t
例
(
特
に
判
、
制
)
の
属
性
を
も
っ
て
如
何
に
庖
舗
イ
メ

ー
ジ
を
高
め
る
か
、
専
門
庖
に
と
っ
て
は
的

t
同
を
商
庖
街
・
市
場
レ
ベ

ル
の
買
物
施
設
の
属
性
と
し
て
如
何
に
構
築
し
て
い
く
か
が
ポ
イ
ン
ト
に

な
ろ
う
。
衝
動
買
い
に
関
し
て
は
研
究
・
調
査
と
も
に
手
薄
だ
が
、
看
過

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

さ
て
、
買
物
行
動
が
買
物
行
為
と
し
て
完
結
し
た
あ
と
、
消
費
者
が
買

物
施
設
に
対
し
て
そ
れ
ま
で
抱
い
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
が
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る

(
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
過
程
)
。
そ
し
て
、
新
た
な
イ
メ
ー
ジ
は
、
買
物
施

設
へ
の
新
規
の
、
ま
た
は
こ
れ
ま
で
通
り
の
志
向
性
〈
庖
舗
忠
誠
)
と
し

て
次
の
買
物
行
動
を
規
定
し
て
い
く
。
こ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
通
し
て
、

消
費
者
は
食
料
品
小
売
業
の
構
造
へ
影
響
を
与
え
て
い
く
。
買
物
施
設
サ

イ
ド
に
す
れ
ば
、
そ
の
志
向
性
の
動
向
を
知
覚
し
、
小
売
ミ
ッ
ク
ス
戦
略

に
反
映
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ま
で
、
買
物
コ
ス
ト
に
関
し
て
は
、
買
物
出
向
の
局
面
に
限
定
し
、

底
締
ま
で
の
距
離
(
時
間
距
離
)
と
い
っ
た
も
の
を
考
え
て
き
た
が
、
本

来
は
価
格
以
外
の
コ
ス
ト
す
べ
て
を
さ
し
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
幅

広
い
と
恩
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
買
物
コ
ス
ト
の
要
素
、
そ
の
節
減
志
向
性

な
ど
は
消
費
者
の
属
性
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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消
費
者
の
属
性
は
一
般
に
、
年
齢
、
子
供
の
数
・
年
齢
、
所
得
、
職
業
、

居
住
場
所
な
ど
の
デ
モ
‘
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
特
性
で
捉
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

そ
れ
ら
特
性
と
買
物
コ
ス
ト
の
内
容
と
の
聞
に
一
意
的
な
関
係
を
特
定
す

る
こ
と
は
、
極
め
て
難
し
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
同
じ
有

業
主
婦
で
あ
っ
て
も
、
時
間
コ
ス
ト
の
節
減
が
一
週
間
分
の
一
括
購
入
、

加
工
食
品
多
用
、
多
食
化
の
い
ず
れ
に
重
き
を
お
く
選
択
と
な
る
か
は
、

そ
れ
ら
と
ト
レ
ー
ド
・
オ
フ
関
係
に
あ
る
品
質
低
下
、
貯
蔵
コ
ス
ト
(
大

型
冷
蔵
庫
の
購
入
コ
ス
ト
、
そ
の
設
置
の
た
め
の
住
宅
コ
ス
ト
・
維
持
費

等
)
増
大
、
調
理
製
品
(
電
子
レ
ン
ジ
等
)
の
購
入
、
支
出
の
嵩
み
な
ど

の
兼
ね
合
い
で
微
妙
に
異
な
っ
て
こ
よ
う
。
言
わ
ば
、
消
費
者
の
ト
ー
タ

ル
な
理
解
、
消
費
者
を
そ
の
生
活
体
系
に
ま
で
湖
っ
て
捉
え
る
視
角
が
、

買
物
コ
ス
ト
の
特
定
に
あ
た
っ
て
必
要
と
な
る
。
買
物
施
設
が
知
覚
す
べ

き
消
費
者
の
志
向
性
と
は
、
そ
の
意
味
で
、
「
生
活
者
と
し
て
」
の
消
費

者
の
そ
れ
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

消
費
者
の
生
活
者
と
し
て
の
理
解
は
、
消
費
者
行
動
へ
の
生
活
体
系
ア

プ
ロ
ー
チ
と
言
わ
れ
、
そ
れ
は
既
に
昭
和
四
四
年
に
井
関
利
明
に
よ
っ
て

(
6
)
 

提
唱
さ
れ
て
い
る
。
生
活
体
系
と
い
う
概
念
は
、
消
費
者
の
生
活
平
面
お

よ
び
行
動
領
域
な
ら
び
に
意
識
構
造
の
総
体
へ
の
八
シ
ス
テ
ム
V
観
念
の

(

7

)

 

意
識
的
適
用
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
、
パ

l
ソ
ン
ズ
学
派
の
消
費
論
を
下

敷
き
と
す
る
。
消
費
者
行
動
を
そ
の
背
景
に
あ
る
社
会
構
造
と
と
も
に
理

解
す
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
り
、
近
年
生
活
の
再
編
成
(
生
活
財
の
再
検

一O
九
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討
、
生
活
空
間
・
生
活
時
間
の
再
編
成
等
)
が
進
む
状
況
下
、
そ
の
よ
う

な
視
角
の
擁
立
が
小
売
業
に
要
求
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
例
え
ば
、

今
日
、
女
性
の
ラ
イ
フ
・
サ
イ
ク
ル
の
変
化
と
い
う
基
底
に
あ
る
流
れ
を

無
視
し
て
は
、
食
品
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
動
き
は
語
れ
な
い
と
言
わ
れ
る
。
女

性
の
担
う
役
割
が
妻
・
母
親
・
主
婦
と
い
っ
た
も
の
で
は
カ
パ
ー
で
き
な

く
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
が
食
品
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
変
化
を
招
来
し
、
そ

の
変
化
が
食
料
品
小
売
業
の
構
造
を
規
定
し
て
い
く
と
い
う
理
解
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
食
品
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
中
に
生
活
体
系
な
る
コ
ン

セ
プ
ト
を
ど
う
位
置
づ
け
て
い
く
か
は
今
日
的
な
課
題
な
の
だ
が
、
生
活

体
系
な
る
も
の
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
必
要
で
な
い
し
、
そ

も
そ
も
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
必
要
な
の
は
、
消
費
者
自
身
も
気
付
い
て
い

な
い
よ
う
な
ニ

l
ズ
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
、
そ
の
た
め
に
、
食
生
活
ス
タ

イ
ル
や
メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
、
商
品
開
発
と
い
っ
た
働
き
か
け
を
行
な
う
こ

と
、
す
な
わ
ち
買
物
施
設
サ
イ
ド
か
ら
主
体
的
に
情
報
の
発
信
を
行
な
う

こ
と
で
あ
る
。
情
報
の
単
な
る
受
信
者
に
留
ま
る
限
り
生
活
者
と
し
て
の

消
費
者
の
姿
は
な
か
な
か
見
え
て
こ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
底
舗
イ
メ
ー
ジ

ハ
8
〉

差
別
化
に
繋
が
る
情
報
発
信
者
と
し
て
の
姿
勢
が
、
今
日
食
料
品
小
売
業

に
関
わ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

同
市
場
変
化
の
展
望

地
域
有
力
中
堅
ス
ー
パ
ー
の
業
績
な
ど
に
表
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
健
闘

一一
O

振
り
が
目
立
つ
食
品
ス
ー
パ
ー
だ
が
、
反
面
経
営
不
振
に
よ
る
倒
産
も
相

(

9

)

 

次
い
で
い
る
。
前
掲
第
B
表
に
あ
る
よ
う
に
、
「
各
種
食
」
の
食
料
品
小

売
業
務
底
数
の
推
移
に
対
す
る
寄
与
度
は
玉
四

t
五
七
年
は
マ
イ
ナ
ス
に

転
じ
て
い
る
。
実
数
で
は
、
六
千
弱
の
商
庖
数
減
で
あ
る
。
本
稿
の
分
析

で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
、
食
品
ス
ー
パ
ー
聞
の
競
争
激
化
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
(
食
料
品
部
門
拡
充
を
志
向
す
る
)
と
の
競
合
が
そ
の
背

景
に
あ
る
も
の
と
恩
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
局
面
で
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
市
場
変
化
を
無
視
す
る
訳

で
は
な
い
が
、
以
下
で
は
食
料
品
小
売
業
を
め
ぐ
る
市
場
変
化
を
(

i

)

食

の
家
計
外
生
産
化
の
進
行
、
(
U
U
)

食
品
メ
ー
カ
ー
・
食
品
問
屋
の
動
き
、

(-m)
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
、
の
三
点
か
ら
概
観
し
て
お
こ
う
。

(

1

)

食
の
家
計
外
生
産
化
の
進
行

(ω
〉

小
野
寺
義
幸
に
お
い
て
既
に
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
サ
ー
ビ
ス
経
済
化
、

女
性
の
ラ
イ
フ
・
サ
イ
ク
ル
の
変
化
等
か
ら
い
っ
て
、
今
後
と
も
食
の
家

計
外
生
産
化
は
進
む
と
判
断
さ
れ
る
。
①
加
工
食
品
の
多
用
化
、
②
調
理

品
の
多
用
化
、
③
外
食
化
の
進
展
が
そ
れ
で
あ
る
。
①
↓
②
↓
③
の
順
で

家
計
外
生
産
の
依
存
度
は
高
ま
り
、
そ
の
シ
フ
ト
は
家
庭
で
の
時
間
コ
ス

ト
・
調
理
コ
ス
ト
の
節
減
志
向
性
と
購
入
価
格
等
と
の
兼
ね
合
い
で
決
ま

ろ
う
。
ま
た
、
食
生
活
の
高
級
化
志
向
の
度
合
に
応
じ
て
も
シ
フ
ト
し
て

い
こ
p

フ。

今
日
注
目
さ
れ
る
の
は
②
の
方
向
の
進
展
で
、
料
理
品
小
売
業
の
成
長



は
ま
さ
に
そ
れ
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
第
四
の
生
鮮
と
一
百
わ
れ

る
デ
リ
カ
需
要
が
ど
れ
く
ら
い
伸
び
る
の
か
は
、
「
品
質
の
良
い
素
材
」
、

〈

U
〉

「
値
段
は
高
く
て
も
味
の
よ
い
デ
リ
カ
」
と
い
っ
た
消
費
者
需
要
に
供
給

体
制
が
ど
れ
く
ら
い
応
え
て
い
け
る
か
に
掛
っ
て
い
よ
う
が
、
他
方
で
は
、

加
工
食
品
メ
ー
カ
ー
の
商
品
開
発
力
、
家
庭
用
調
理
器
の
高
度
化
、
外
食

産
業
の
商
品
企
画
カ
・
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
化
等
に
よ
っ
て
も
左
右
さ
れ
る
。

今
後
デ
リ
カ
需
要
の
伸
び
が
招
来
す
る
市
場
変
化
は
、
川
w多
厨
舗
展
開
、

帥
既
存
底
に
お
け
る
デ
リ
カ
部
門
の
新
設
、
村
生
鮮
取
扱
底
の
外
商
化
へ

の
販
売
戦
略
移
行
、
仲
産
地
直
送
型
の
供
給
体
制
の
整
備
・
拡
充
、
制
百

貨
庖
・
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
等
異
業
種
の
参
入
の
拡
大
、
が
考
え
ら
れ

る。
刷
、
同
は
、
さ
め
る
だ
け
で
商
品
価
値
が
下
が
る
商
品
特
性
か
ら
い
っ

て
必
至
と
な
る
市
場
変
化
で
あ
る
。
そ
し
て
、

S
A
(
ス
ト
ア
・
オ
ー
ト

メ
ー
シ
ョ
ン
)
・
共
同
加
工
に
よ
っ
て
後
方
設
備
の
縮
小
化
(
多
庖
舗
展

開
に
と
っ
て
ネ
ッ
ク
と
な
る
設
備
投
資
の
削
減
を
図
る
た
め
)
や
既
存
業

務
に
お
け
る
省
力
化
(
デ
リ
カ
部
門
に
ま
わ
す
た
め
の
)
も
進
め
ら
れ
よ

う。

S
A
化
等
の
進
展
如
何
で
は
食
品
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
の
デ
リ
カ
部
門
へ
の
参
入
が
伸
び
る
可
能
性
は
大
き
い
。
川
円
、
仲
は

品
質
重
視
に
よ
る
素
材
選
択
を
反
映
し
た
も
の
で
、
需
要
者
の
規
模
が
こ

れ
ま
で
の
消
費
者
に
比
べ
て
大
き
い
だ
け
に
素
材
供
給
部
門
に
対
し
て
の

厳
し
い
要
求
、
が
突
き
つ
け
ら
れ
よ
う
。
制
は
当
然
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
、

《
ノ

l
ト
》

食
料
品
小
売
業
の
構
造
分
析

西
武
食
品
館
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
形
で
の
攻
勢
が
百
貨
庄
一
般
で
拡
が

り
、
更
に
設
備
二
素
材
供
給
体
制
・
人
材
、
が
完
備
し
て
い
る
ホ
テ
ル
・
レ

ス
ト
ラ
ン
の
参
入
、
が
強
ま
る
こ
と
も
必
至
と
な
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

食
生
活
の
多
様
化
に
あ
わ
せ
て
多
様
な
形
態
の
供
給
体
制
が
つ
く
ら
れ
、

そ
の
相
互
浸
透
的
で
錯
綜
し
た
構
造
が
食
料
品
小
売
業
の
構
造
特
性
と
し

て
体
化
さ
れ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(

U

)

食
品
メ
ー
カ
ー
・
食
品
問
屋
の
動
き

食
生
活
の
多
様
化
が
進
む
中
、
食
品
メ
ー
カ
ー
は
総
合
食
品
メ
ー
カ
ー

へ
の
多
角
化
戦
略
を
展
開
し
つ
つ
あ
る
。
多
角
化
に
伴
い
メ
ー
カ
ー
の
販

路
に
流
れ
る
商
品
の
多
品
種
化
、
開
拓
に
よ
る
販
路
の
拡
大
が
進
む
で
あ

ろ
う
が
、
そ
れ
は
食
料
品
小
売
業
の
構
造
を
も
規
定
し
て
い
く
こ
と
に
な

ろ
う
。
例
え
ば
、
丸
大
食
品
は
菓
子
庄
や
乾
物
底
な
ど
へ
の
直
販
シ
ス
テ

(
は
)

ム
を
拡
大
し
て
い
る
。
こ
こ
で
投
入
さ
れ
る
低
温
設
備
や
直
販
ル

1
ト
は
、

丸
大
食
品
の
総
合
メ
ー
カ
ー
へ
の
脱
皮
を
今
後
進
め
る
上
で
の
有
力
な
武

器
と
な
る
、
が
、
そ
れ
ば
同
時
に
、
品
揃
え
な
ど
に
お
い
て
小
売
応
が
メ
ー

カ
ー
に
依
存
す
る
度
合
を
強
め
、
流
通
系
列
化
を
進
め
る
働
き
を
も
っ
て

い
る
。一

方
、
加
工
食
品
問
屋
の
再
編
成
が
系
列
化
・

J

グ
ル
ー
プ
化
の
方
向
で

進
み
つ
つ
あ
る
。
こ
の
波
は
次
に
酒
類
問
屋
を
の
み
こ
む
こ
と
が
、
そ
し

て
将
来
的
に
は
食
品
問
屋
全
般
に
及
ぶ
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
小
売
庖
に

と
っ
て
今
や
問
屋
は
、
単
な
る
商
品
供
給
者
で
は
な
く
マ

l
チ
ャ
ン
ダ
イ
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(け。

ジ
ン
グ
を
含
む
総
合
的
な
情
報
提
供
者
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
だ

け
に
、
総
合
商
社
の
参
入
等
で
活
況
を
み
せ
る
問
屋
再
編
成
の
動
き
は
、

メ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
述
べ
た
と
同
じ
よ
う
に
、
食
料
品
小
売
業
の
構
造
を

規
定
し
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
(
こ
の
と
き
、
大
手
ス
ー
パ
ー
の
問
屋
選

別
の
動
き
に
み
ら
れ
る
問
屋
再
編
へ
の
小
売
業
サ
イ
ド
の
関
与
が
対
抗
力

と
し
て
注
目
さ
れ
る
〉
。

(…

m
)
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア

食
料
品
小
売
市
場
の
構
造
特
性
の
ひ
と
つ
は
情
報
に
関
す
る
市
場
の
不

完
全
性
に
あ
る
。
こ
の
不
完
全
情
報
市
場
性
が
崩
れ
る
と
き
、
食
料
品
小

売
業
の
構
造
も
根
本
か
ら
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に
な
る
、
そ
れ
が
、
情
報

化
社
会
の
到
来
と
と
も
に
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
き
た
。
情
報
化
社
会
に

向
け
て
の
動
き
と
し
注
目
さ
れ
る
の
は
、
二

O
O
O年
の
完
成
を
目
指
す

I
N
S
Q
巳
2
s
a
-
-ロ
2
2耳
2rω
苫
Z
S
)
で
あ
り
、
既
に
稼
働
し

て
い
る

V
A
N
(〈
己
ロ
。
〉
L
仏

a
z
o門司
2
r
)
で
あ
る
。

I
N
S
の
構
想
通
り
に
、
ホ
ー
ム
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
ホ
!
ム
バ
ン
キ
ン

グ
が
現
実
の
も
の
と
な
れ
ば
、
庖
鋪
ま
で
の
買
物
出
向
と
い
う
買
物
行
動

の
大
前
提
は
崩
れ
る
公
算
が
大
だ
。
生
鮮
も
の
が
ネ
ッ
ク
と
な
る
食
料
品

で
は
そ
の
前
提
が
最
後
ま
で
崩
れ
そ
う
に
な
い
が
、
ダ
イ
エ
ー
品
質
管
理

(

川

叶

)

セ
ン
タ
ー
で
目
指
さ
れ
て
い
る
青
果
の
味
を
数
値
で
管
理
す
る
商
品
開
発

と
い
っ
た
ハ
イ
テ
ク
戦
略
の
動
き
も
あ
り
、
将
来
的
に
は
生
鮮
も
の
を
含

む
食
料
品
の
ホ
l
ム
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
予
想
外
に
進
む
か
も
し
れ
な
い
。

《
ノ

I
ト
》

食
料
品
小
売
業
の
構
造
分
析

情
報
化
社
会
の
到
来
と
い
う
と
未
来
図
を
描
く
形
で
食
料
品
小
売
市
場

へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
考
え
が
ち
だ
が
、
既
に
実
働
化
し
て
い
る
動
き
も
あ

る。

P
O
S
(販
売
時
点
情
報
管
理
)
を
活
用
し
た
関
西
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
生
鮮
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
、
そ
の
世
界
初
の
先
駆
性
で
注

目
を
集
め
る
西
友
能
見
台
庄
(
メ
カ
ト
ロ
庖
)
、
(
・
u
)
に
述
べ
た
食
品
問

屋
再
編
成
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
よ
る

受
発
注
シ
ス
テ
ム
等
へ
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア

活
用
に
よ
る
差
別
化
戦
略
を
と
る
食
料
品
小
売
応
の
動
き
は
ま
だ
点
在
す

る
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
の
効
果
は
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
り
、
今
後
面
的

な
拡
が
り
と
な
っ
て
い
く
こ
と
は
必
至
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
食

料
品
小
売
業
に
お
け
る
こ
w

二
O
年
ほ
ど
の
競
争
構
造
に
は
、
日
常
の
庖

頭
で
の
競
争
に
加
え
、
来
た
る
べ
き
情
報
化
時
代
に
向
け
て
構
想
さ
れ
る

戦
略
や
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
い
っ
た
潜
在
下
の
活
動
が
大
き
く
反
映

し
て
い
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
(
i
)
t
c
m
)と
見
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
に
深
く
関
与
ま
た
は
背
景

と
し
て
あ
る
の
が
サ
ー
ビ
ス
経
済
化
、
食
生
活
の
多
様
化
と
い
っ
た
消
費

者
ニ

l
ズ
、
食
生
活
の
大
き
な
変
化
で
あ
る
。
そ
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
経
済

化
、
食
生
活
の
多
様
化
と
い
う
将
来
図
の
中
で
食
料
品
を
め
ぐ
る
市
場
変

化
を
展
望
す
る
と
き
、
多
様
な
形
態
を
も
っ
供
給
体
制
の
形
成
が
予
想
さ

れ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
小
野
寺
は
、
食
品
産
業
の
産
業
組
織
が
「
こ
れ
ま

で
の
集
中
・
統
合
・
寡
占
化
と
い
っ
た
方
向
か
ら
、
分
散
・
分
権
・
自
立

一
一
一一



《
ノ
l
ト
》

食
料
品
小
売
業
の
構
造
分
析

化
と
い
う
方
向
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
」
(
前
掲
小
野
寺
稿
、
六
一
頁
)
と

展
望
す
る
。

し
か
し
、
サ
ー
ビ
ス
経
済
化
、
食
生
活
の
多
様
化
で
は
な
く
情
報
化
へ

の
食
品
企
業
の
取
り
組
み
に
目
を
向
け
る
と
き
、
食
品
産
業
総
体
と
し
て

の
供
給
体
制
の
多
様
化
と
供
給
主
体
聞
の
社
会
的
勢
力
を
め
ぐ
る
分
権
化

と
の
一
致
は
必
ず
し
も
保
障
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
恩
わ
れ
る
。
既

に
始
ま
っ
た
三
鷹
・
武
蔵
野
地
区
で
の
I
N
S
モ
デ
ル
実
験
に
参
加
す
る

企
業
の
顔
ぶ
れ
か
ら
推
察
さ
れ
る
企
業
の
戦
略
志
向
は
、
一
大
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
目
指
し
て
の
グ
ル
ー
プ
化
に
あ
る
か
の
如
き
で
あ
る
。
仮
に
そ
う

な
っ
た
場
合
、
競
争
は
グ
ル
ー
プ
内
に
様
々
の
異
業
種
企
業
群
を
も
っ
企

業
グ
ル
ー
プ
間
の
競
争
(
ま
た
は
協
調
)
と
い
っ
た
形
態
、
す
な
わ
ち
集

中
・
統
合
・
寡
占
化
の
方
向
に
進
む
こ
と
に
な
る
(
た
だ
し
、
超
L
S
I

研
究
組
合
制
度
の
例
に
み
る
、
日
本
特
有
の
技
術
開
発
時
に
お
け
る
企
業

問
の
共
同
研
究
と
い
っ
た
慣
行
を
思
え
ば
、
技
術
開
発
を
め
ぐ
る
企
業
聞

の
協
調
イ
コ
ー
ル
寡
占
化
と
は
一
概
に
言
え
な
い
)
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
情
報
化
が
ひ
と
つ
の
変
化
基
軸
と
し
て
注
目
さ
れ
、

今
後
の
食
品
産
業
の
在
り
方
は
、
的
食
生
活
の
多
様
化
の
深
度
に
加
え
、

同
食
品
企
業
に
取
り
組
ま
れ
る
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
の
種
類
と
そ
の
浸
透
度
、

付
食
品
企
業
聞
に
形
成
さ
れ
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
態
等
に
よ
っ
て

大
き
く
塗
り
か
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
食
料
品
小
売
業
も
そ
の

一
環
と
し
て
大
き
く
変
わ
っ
て
い
こ
う
が
、
そ
れ
が
集
中
・
統
合
・
寡
占

一
一
四

化
の
方
向
に
行
く
の
か
、
そ
れ
と
も
分
散
・
分
権
の
方
向
に
向
か
う
の
か

は
食
品
産
業
全
体
の
動
き
に
即
し
て
見
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

注
(

l

)

消
費
者
の
買
物
符
動
の
空
間
行
動
と
し
て
の
理
解
と
そ
の

言
。
同
(
冨
喜
G
E
E
-
2
n
c
B旬。
t
t
S
E
R
E
-
cロ
)
モ

デ
ル
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
分
析
に
つ
い
て
は
、
田
村
馨

「
経
済
環
境
の
変
化
と
都
市
圏
小
売
シ
ス
テ
ム
」
「
ま
ち
商
業

の
存
立
と
商
圏
構
造
」
(
『
地
域
経
済
の
構
造
の
主
体
』
第
二
、

三
章
、
農
業
総
合
研
究
所
特
別
研
究
資
料
第
一
三
号
、
昭
和
五

八
年
)
で
検
討
し
た
。

(

2

)

山
口
貴
久
男
氏
の
推
計
に
よ
る
(
『
臼
経
流
通
新
聞
』
昭
和

五
八
年
一
一
月
一

O
日
付
)
。

(

3

)

小
売
ミ
ッ

F
A
と
は
小
売
活
動
の
総
体
を
さ
す
。
買
物
施
設

は
、
そ
の
構
成
要
素
で
あ
る
サ

l
ピ
丸
、
品
揃
え
、
販
促
、
立

地
、
レ
イ
ア
ウ
ト
、
価
格
等
の
状
態
を
組
み
合
わ
せ
て
庖
舗
イ

メ
ー
ジ
を
形
成
す
る
。

(

4

)

総
理
府
統
計
局
『
全
国
物
価
統
計
調
査
報
告
』
等
の
デ
ー
タ
。

(

5

)

田
村
正
紀
「
小
売
流
通
と
消
費
者
」
(
久
保
・
荒
川
編
『
前

掲
書
』
第
六
章
w
H
)

に
あ
る
津
和
市
を
中
心
と
す
る
南
大
阪
地

域
の
主
婦
を
対
象
に
し
て
行
な
わ
れ
た
調
査
。

(

6

)

井
関
利
明
「
消
費
者
行
動
の
社
会
学
的
研
究
」
(
吉
田
・
村

回
・
井
関
編
『
消
費
者
行
動
の
理
論
』
、
丸
善
、
昭
和
四
四
年
)
。

(

7

)

T

・バ

1
ソ
ン
ズ
、

N
・
J
-
マ
ハ
メ
ル
サ
1
著
、
富
氷
健
一



訳
『
経
済
と
社
会

E
』
(
岩
波
書
底
、
昭
和
三
四
年
)
。

(

8

)

こ
の
よ
う
な
食
品
戦
略
を
と
る
先
進
事
例
と
し
て
業
界
に
お

い
て
注
目
さ
れ
る
の
が
昭
和
五
七
年
一

O
月
に
オ

I
プ

γ
し
た

西
武
食
品
館
で
あ
る
。
そ
の
発
想
を
担
当
者
自
ら
が
書
き
下
し

た
レ
ポ
ー
ト
(
『
飽
食
時
代
の
食
品
マ

1
ケ
テ
ィ

γ
グ
戦
略
』
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
昭
和
五
八
年
に
収
録
)
に
お
い
て
見
ら
れ

る
の
は
、
商
品
・
売
り
場
等
を
様
々
の
記
号
で
捉
え
、
そ
こ
に

生
活
者
が
託
す
無
意
識
や
感
覚
を
推
論
的
に
分
析
・
抽
出
し
、

そ
れ
ら
を
よ
り
的
確
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
っ
て
呼
び
名
を
つ
け

る
と
い
っ
た
「
記
号
論
的
手
法
」
の
展
開
で
あ
る
。
そ
の
背
後

に
ら
る
の
は
C
I
(
コ
l
ポ
レ

l
ト
・

7
イ
デ
ソ
テ
ィ
テ
ィ
〉

の
確
立
を
非
常
に
重
要
視
し
て
い
る
姿
勢
で
あ
り
、
イ
メ
ー
ジ

の
発
信
者
た
ら
ん
と
す
る
志
向
性
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
食
品

7
1
ケ
テ
ィ

γ
グ
戦
略
が
有
効
な
の
は
ま
さ
に
戦
略
自
体
が
差

別
的
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
そ
の
ま
ま
普
遍
化

さ
れ
る
も
の
で
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
志
向
性
と
し
て
は

今
後
益
々
、
必
要
に
な
っ
て
く
る
発
想
と
思
わ
れ
る
。
同
様
の

レ
ポ
ー
ト
と
し
て
『
先
端
商
業
の
発
想
と
戦
略
』
(
ダ
イ
ヤ
モ

ソ
ド
社
、
昭
和
五
七
年
)
が
あ
る
。

(

9

)

帝
国
デ
ー
タ
バ
ソ
ク
に
よ
る
と
、
「
各
種
食
」
の
倒
産
件
数

は
、
五
四
年
一
四
五
件
、
五
五
年
一
一
三
一
件
、
五
六
年
一
五
七

件
、
五
七
年
一
三

O
件
、
五
八
年
一
一
三
一
件
と
な
っ
て
い
る

(
『
日
経
流
通
新
聞
』
昭
和
五
九
年
二
月
二
日
付
)
。

《
ノ
l
卜
》

食
料
品
小
売
業
の
構
造
分
析

(

ω

)

小
野
寺
義
幸
「
サ
ー
ビ
ス
経
済
化
と
食
品
産
業
」
(
『
農
業
総

合
研
究
』
第
三
七
巻
第
四
号
、
昭
和
五
八
年
)
。

(
日
)
こ
れ
ら
は
、
中
小
企
業
事
業
団
調
査
に
よ
る
消
費
者
が
デ
り

カ
に
期
待
す
る
要
素
の
上
位
二
つ
(
『
商
応
界
』
昭
和
五
八
年

一
一
月
号
、
一
四
七
頁
)
。

(
ロ
)
佐
原
武
『
比
較
白
本
の
会
社
食
品
メ
ー
カ
ー
』
(
実
務

教
育
出
版
、
昭
和
五
八
年
)
、
一
一
一
ニ
頁
。

(
日
)
大
手
食
品
問
屋
西
野
商
事
は
全
国
農
産
乾
物
ニ

O
O
品
目
を

一
括
し
て
陳
列
す
る
売
り
場
づ
〈
り
を
首
都
圏
の
ス
ー
パ
ー
に

対
し
て
開
始
し
た
(
『
日
経
流
通
新
聞
』
昭
和
五
八
年
一
一
月

二
四
日
付
)
な
ど
は
よ
い
事
例
だ
。
西
野
商
事
は
ス
ー
パ
ー
に

か
わ
っ
て
商
品
の
陳
列
指
導
、
広
告
宣
伝
は
国
よ
り
産
地
の
発

掘
、
育
成
、
指
導
ま
で
手
が
け
る
。
こ
の
と
き
乾
物
の
も
つ
戦

略
的
意
味
合
い
も
変
わ
っ
て
こ
よ
う
。

(

M

)

ダ
イ
エ
ー
は
五
八
年
九
月
か
ら
「
す
こ
や
か
ベ
ジ
タ
」
と
名

什
け
た
化
学
肥
料
・
農
薬
の
使
用
を
最
小
限
に
抑
え
た
野
菜
を

販
売
し
て
い
る
が
、
契
約
農
家
に
対
し
、
出
荷
前
に
ダ
イ
エ
ー

品
質
管
理
セ
ソ
タ

1
で
、
叶
ソ
ヅ
ル
の
科
学
的
チ
ェ
ッ
ク
を
受

け
る
こ
と
を
課
し
て
い
る
。
ま
た
、
鮮
度
に
つ
い
て
は
魚
の
場

合、

K
値
(
魚
類
鮮
度
判
定
恒
数
)
理
論
に
よ
る
測
定
も
実
用

化
さ
れ
つ
つ
あ
る

(
K値
に
つ
い
て
は
、
『
食
品
商
業
』
の
昭

和
五
九
年
二
二
ニ
月
号
に
特
集
記
事
が
掲
載
)
。
こ
う
い
っ
た

味
、
鮮
度
の
数
値
管
理
戦
略
は
当
面
は
商
品
、
売
り
場
の
差
別

一
一
五



《
ノ
l
卜
》

食
料
品
小
売
業
の
構
造
分
析

化
に
向
け
て
展
開
さ
れ
よ
う
が
、
ホ
ー
ム
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
段

階
に
お
い
て
は
よ
り
一
層
の
差
別
化
戦
略
と
な
る
こ
と
が
容
易

に
想
像
さ
れ
る
。

回
、
残
さ
れ
た
課
題

本
稿
で
は
、
食
料
品
小
売
業
の
商
業
構
造
動
向
、
業
種
別
動
向
、
品
目

別
競
争
構
造
の
実
態
と
推
移
な
ど
を
全
国
一
本
の
マ
ク
ロ
デ
l
タ
で
検
討

し
て
き
た
。
た
だ
し
、
食
料
品
小
売
市
場
と
い
う
も
の
の
特
性
を
考
え
れ

ば
、
地
域
デ
l
タ
に
よ
る
検
討
も
併
せ
て
行
な
う
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。

実
際
に
地
域
ベ

l
ス
(
都
道
府
県
別
・
昭
和
五
四
年
)
で
み
る
と
、
小

売
業
全
体
に
占
め
る
食
料
品
小
売
業
シ
ェ
ア
の
地
域
間
で
の
ば
ら
つ
き

(
レ
ン
ジ
)
は
、
商
底
数
三
七
・
九

t
五
二
・
六
%
、
従
業
員
数
二
九
・

一一一

t
三
九
・
九
%
、
販
売
額
二
五
・
六

t
三
五
・
0
4
F

ハ
デ
プ
レ
ー
ト
し

て
い
な
い
)
、
売
場
面
積
二
八
・
五

t
四
一
・
五
%
と
か
な
り
の
幅
に
あ

る
。
ま
た
、
人
口
一
人
当
た
り
商
活
数
(
全
国
平
均
を
一

O
Oと
す
る
)

は
七
九

t
一
四
一
と
、
こ
れ
も
ま
た
地
域
間
で
の
幅
広
い
ば
ら
つ
き
を
示

す
。
そ
れ
は
業
種
構
成
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
食
料
品
小
売
業
構
造
変
化

の
立
役
者
と
し
て
着
目
さ
れ
る
「
各
種
食
」
の
場
合
、
販
売
額
シ
ェ
ア
は

ニ
0
・
六

t
四
六
・
四
%
、
商
居
数
シ
ェ
ア
は
五
・
一

t
二
四
・
六
%
と

地
域
聞
の
ば
ら
つ
き
が
大
き
く
、
地
域
に
お
け
る
「
各
種
食
」
|
専
門
居

間
の
競
争
形
態
は
一
様
で
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
需
要
品
目
構
成
に

一
一
六

つ
い
て
も
、
同
様
に
、
地
域
間
で
の
差
異
が
注
目
さ
れ
る
。

食
料
品
小
売
業
の
地
域
間
で
の
構
造
格
差
を
生
じ
さ
せ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
特
定
化
は
、
食
品
流
通
政
策
の
今
後
の
展
開
に
と
っ
て
有
益
な
情
報
を

与
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
特
に
物
価
問
題
と
の
絡
み
で
、
そ
の
地
域
間
の

構
造
格
差
に
小
売
生
産
要
素
市
場
条
件
の
地
域
格
差
が
ど
の
程
度
反
映
し

て
い
る
の
か
(
す
な
わ
ち
小
売
活
動
の
費
用
最
小
化
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
働
き

の
違
い
が
構
造
格
差
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
度
合
)
が
ひ
と
つ
の
争
点
と

な
る
。
さ
ら
に
、
現
下
の
情
報
下
の
進
展
が
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
ど
の
よ

う
に
関
わ
り
、
結
果
と
し
て
地
域
間
格
差
を
縮
小
あ
る
い
は
拡
大
し
て
い

く
の
か
と
い
っ
た
点
も
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。



r-、
要

旨

の
結
論
を
出
し
て
い
る
。

食
料
品
小
売
業
の
構
造
分
析

国

キT

馨

食
生
活
の
飽
食
化
が
進
む
に
伴
い
、
食
品
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
大
き
く
変
わ

り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
情
報
化
社
会
の
到
来
は
生
活
パ
タ
ー
ン
の
変
化
を

招
来
し
よ
う
が
、
こ
の
と
き
食
生
活
の
パ
タ
ー
ン
も
変
貌
を
と
げ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
も
と
、
食
料
品
小
売
業
は
新

た
な
食
品
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
展
開
し
つ
つ
あ
る
。

将
来
の
推
移
を
展
望
す
る
こ
と
は
ひ
と
つ
の
重
要
な
課
題
だ
が
、
過
去

の
食
料
品
小
売
業
の
推
移
や
構
造
変
化
を
ト
レ
ー
ス
す
る
こ
と
が
そ
の
前

提
と
し
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
の
課
題
は
食
料
品
小
売
業

の
構
造
を
、
〔
I
〕
商
業
構
造
・
業
種
構
成
・
競
争
構
造
な
ど
の
側
面
に
捉

え
、
そ
の
推
移
を
数
量
的
に
ト
レ
ー
ス
す
る
こ
と
、
〔
E
〕
消
費
者
の
買
物

施
設
選
択
の
観
点
か
ら
整
理
す
る
こ
と
、
に
あ
る
。
〔
I
〕
の
分
析
に
際
し

て
は
商
業
統
計
デ
l
タ
が
用
い
ら
れ
た
(
三
五

t
五
七
年
、
全
国
ベ

l
ス)。

〔
I
〕
に
関
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
諸
点
を
確
認
し
た
。
同
小
売
業
全
体

に
占
め
る
シ
ェ
ア
の
大
き
な
低
下
は
、
最
終
需
要
に
占
め
る
食
料
品
支
出

の
相
対
的
な
低
下
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
こ
と
、
同
三
五
年
以
降
今
日

一
八
八

ま
で
の
構
造
変
化
は
大
型
化
・
省
力
化
の
進
展
が
軸
で
あ
っ
た
こ
と
、
同

日
本
経
済
の
低
成
長
期
へ
の
移
行
に
伴
い
専
門
底
化
・
小
型
化
で
の
対
応

が
非
食
料
品
小
売
業
で
目
立
つ
が
、
食
料
品
小
売
業
で
は
ま
だ
大
型
化
で

の
対
応
が
優
勢
で
あ
る
こ
と
、
伺
食
品
ス
ー
パ
ー
の
成
長
は
他
業
種
専
門

庄
の
凋
落
を
軒
並
み
招
い
た
こ
と
(
唯
一
の
例
外
は
料
理
品
小
売
業
)
、
倒

た
だ
し
、
そ
の
様
態
な
品
目
に
よ
っ
て
異
な
り
、
商
品
特
性
の
も
つ
競
争

構
造
規
定
性
が
専
門
底
凋
落
の
歯
止
め
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、

N
と
は
言

え、

A
寸
後
と
も
食
品
ス
ー
パ
ー
の
成
長
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

〔
E
〕
に
関
し
て
は
、
の
行
動
規
範
と
し
て
買
物
コ
ス
ト
の
節
減
志
向
性

が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
、
仲
買
物
コ
ス
ト
の
中
味
は
消
費
者
の
生
活
体

系
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
消
費
者
の
生
活
者
と
し
て
の
理
解
が

今
日
特
に
重
要
な
こ
と
、
付
小
売
活
動
と
し
て
は
情
報
の
受
発
信
を
通
し

て
庖
舗
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
こ
と
が
戦
略
上
望
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

指
摘
し
た
。
最
後
に
、
予
想
さ
れ
る
市
場
変
化
を
(

i

)

食
の
家
計
外
生

産
化
、
(
H
U
)

食
品
メ
ー
カ
ー
・
食
品
問
屋
の
動
き
、
。
叫
)
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ

ア
の
三
視
点
か
ら
素
描
し
た
。

本
分
析
で
は
全
国
一
本
の
マ
ク
ロ
デ
ー
タ
を
用
い
た
が
、
地
域
デ
l
タ

に
よ
る
検
討
が
ひ
と
つ
大
き
な
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
。
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概要



文書のアクセシビリティの完全性を損なう可能性がある問題点が検出されました。





		手動チェックが必要: 2



		手動チェックに合格: 0



		手動チェックに不合格: 0



		スキップ: 1



		合格: 13



		不合格: 16







詳細レポート





		文書





		ルール名		ステータス		説明



		アクセシビリティ権限フラグ		合格		アクセシビリティ権限フラグの設定が必要



		画像のみの PDF		合格		文書が画像のみの PDF ではない



		タグ付き PDF		不合格		文書がタグ付き PDF である
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		画面のちらつき		合格		ページで画面のちらつきが発生しない



		スクリプト		合格		アクセシブルではないスクリプトなし



		時間制限のある応答		合格		ページが時間制限のある応答を必要としない
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		注釈を隠している		不合格		代替テキストが注釈を隠していない
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		箇条書き
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